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　この履修要覧は入学年度（新入生）にのみ配付

いたします。新入生の皆さんは，この履修要覧を

卒業するまで大切に保管してください。（※紛失

しても再配付はできません。）

　この履修要覧には，学則等の規則や，本学学生

として在学中に必要な事項が記載されていますの

で，よく読んでください。

　なお，履修要覧の記載に変更が生じた場合は，

掲示等でお知らせします。



基 本 理 念

　「去華就実」の精神を全ての就実人の精神的規範とする。「去華就実」とは，外面的華美に走
ることなく，実質的・本質的な意味における人間性の豊かさに価値を置き，内面の充実に努める
ことによって，その実現を追求してやまない能動的かつ創造的な精神の営為を意味する。

基 本 目 標

　「実地有用」の人材育成と，個性的で活力にあふれる大学の創造を目指す。
　教育・指導面では学生に最高度の満足をあたえ，研究面では着実な研究を推進し，その成果を
社会にむけて発信する。その目的達成のために最大限の努力を惜しまない。

実 践 指 針

　１　学生一人ひとりの個性を尊重しつつ，社会性をそなえた人材を育成する。
　２　学生一人ひとりの潜在能力を引き出し，人間性豊かな人材を育成する。
　３　学生一人ひとりの思いを大切にする。
　４　大学の諸活動には常に積極的かつ真摯に取り組む。
　５　地域社会の知の拠点としての立場を認識し，積極的に地域貢献に寄与する。

　本学は，教育基本法及び建学の精神に基づき，専門の学芸を教授するとともに，幅広く深い教
養を培い，創造的な知性と豊かな人間性を涵養し，もって社会に貢献する有為な人材を育成する
ことを目的とする。（就実短期大学学則第１条）

建学の精神

　「去華就実」は，明治41年（1908年）に発布された戊申詔書の中に出てくる「華を去り，実に
就く」の漢語表現であり，本学はこれを建学の精神にしている。明治44年以来用いられている  
「就実」という校名もここから来ている。
　この言葉には，外見の華やかさに心奪われるのでなく，内面の豊かさや知性，社会に貢献でき
る実践的な能力などを身につけること，という高い志が込められている。

去華就実

教育の目的



学科の人材の育成及びその他教育研究上の目的

　幼児教育学科
　人間性の豊かさ，自主性の促進を重視し，カリキュラム内だけでなく，課外自主活動の積極的
支援も行い，保育者としての資質の向上を図ることを教育目的とする。

　生活実践科学科
　生活者として必要な基本的な知識・技術・実践力を身につけ，より広い視野で現代生活に関わ
る様々な問題に対して，自ら問題解決を行おうとする意欲のある人材の育成を教育目的とする。

（就実短期大学学則第３条の２）
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就実短期大学　３つのポリシー

●ディプロマ・ポリシー（卒業認定及び学位授与の方針）
本学の所定の単位を修め，次の学修成果を身につけた学生に卒業を認定し，学位を授与する。

１．豊かな人間性と社会性，倫理性を支える幅広い教養を身につけている
２．本学の教育分野で育成している基礎知識・技術を身につけている
３．それらの知識・技術を用いて自ら考え行動することができる
４．他者と協働して地域社会に貢献できる

●カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）
１．幅広い教養を育成するため２学科共通の教養科目を配置する
２．各学科のディプロマポリシーで示している基礎知識・技術を育成するための科目を配置する
３．様々な課題について自ら考え行動する力を育成するための科目を配置する
４．他者と協働して地域社会に貢献できる力を育成するための科目を配置する

●アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針）
本学の教育理念を理解した，次のような人材を広く受け入れる。

１．本学における専門教育課程での修学に必要な高等学校卒業相当の基礎学力を有している人
２．本学の教育分野に興味と関心を持ち，主体的に考え学ぼうとする学習意欲と目的を有している人
３．他者と協働して地域社会に貢献する意欲がある人

短期大学教育に必要な基礎的資質能力等を多面的に判断するため，以下の選抜方式を実施して入学者の選抜を行
う。総合型選抜（AO）では，エントリーシート（幼児教育学科では実技を含む）で「思考力・判断力・表現力」を，
面接で「入学後の意欲・主体性・協働する態度」を重視し，総合的に判断する。総合型選抜（基礎学力型）・学校
推薦選抜（基礎学力型）では適性検査で「基礎的知識・思考力・判断力」を，学校推薦選抜（小論文型）では小論
文で「思考力・判断力・表現力」を重視し，これらの選抜ではあわせて面接と調査書で「入学後の意欲・主体性・
協働する態度」を重視して総合的に判断する。一般選抜・共通テスト利用選抜では，「基礎的知識・思考力・判断力」
を重視し，選抜Cではあわせて調査書で「主体性・協働する態度」を重視し判断する。

幼児教育学科

【３つのポリシー】
●ディプロマ・ポリシー（卒業認定及び学位授与の方針）

１．豊かな人間性と社会性，倫理性を支える幅広い教養を身につけている
２．家庭や社会で円滑な人間関係を構築できるコミュニケーション能力を身につけている
３．保育を取り巻く環境や動向を理解し，保育者としての責任感と倫理観を持ち，保育および教育実践に活かす

ことができる（保育者の役割と倫理観）
４．保育者としての専門的知識を身につけ，子どもに寄り添い支援することができる　（子ども理解と支援）
５．保育者としての，専門的技能を活用して，堅実な保育および教育実践ができる　（保育内容の指導法）
６．他者と協働し，主体的に学び考えながら，保育および教育実践に取り組むことができる　（主体的な保育・

教育実践）

●カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）
１．教養教育を通して，豊かな人間性と社会性を育み，倫理性を支える広い教養を育成する
２．「保育者の役割と倫理観」に関する科目群を中核としながら，保育者の役割理解を深め，責任感，倫理観を

育成する
３．「子ども理解と支援」に関する科目群を中核としながら，保育者に必要な専門的知識を身に着け，その応用

力を育成する
４．「保育内容の指導法」に関する科目群を中核としながら，保育・教育の実践力を育成する
５．「主体的な保育・教育実践」に関する科目群を中核としながら，他者と協働し，主体的に学び，問題解決の

方法をさぐり，考え，取り組む力を育成する
６．問題解決力，コミュニケーション力を育成する少人数制の演習科目を配置する
７．理論と実践の融合を重視し，多角的に学ぶことができるように，実習指導を2年間通じて配置する
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８．その他の特色
　学生が学科行事に関わり，企画・立案・実施に主体的に参加する機会を設ける
　「初年次教育」を通して，学習技術と基礎的な社会常識やマナー，態度を育成する
　子育て支援ボランティア活動及び研究大会への参加の場を設け，実践力を育成する機会を提供する

９．期末テストのみならず科目特性に応じて，提出物や実技発表，単元ごとの課題など，複数の観点から学修到
達度を評価する

●アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針）
＜求める学生像＞

　・人が好きで，保育者として社会に貢献したいと考えている人
　・乳幼児，保護者，保育者を取り巻く問題に関心がある人
　・人と交流することに楽しみを感じ，社会のルールを守り協調する気持ちのある人
　・難しいこと・苦手なことにも，チャレンジしたり努力したりする意欲のある人

＜入学者に求める知識・技能・能力・態度＞
〇知識・技能
　・本学科での修学に必要な高等学校卒業相当の基礎学力を有している
〇思考力・判断力・表現力
　・自ら考え，行動し，誠実に問題解決を試みる力を有している
〇主体性・多様性・協働性
　・社会のルールを守り，他者と協働することができる
　・目標に向かって，根気強く，誠実に努力することができる

＜入学前に必要な学習＞
１．幼児教育学科に入学する者は，入学時までに以下のことができるようにしておくことが望ましい。
　・基礎的な音楽記号について理解していること
　・譜面を読むことができること
　・童謡を２～３曲弾くことができること

２．入学前から，以下の5つの実践課題について，意識的に取り組み，準備するよう努めることが望ましい。
　・子ども理解のための体験を積むこと
　・家事などを通して，生活者としての実践を積むように努めること
　・時事問題や，社会常識などに目を向け，見識を広げるように努めること
　・音楽や表現など，実技系の特技を磨くように努めること
　・高校までの学習内容事項を整理しておくこと

 
＜入試方法についての方針＞

短期大学教育に必要な基礎的資質能力を多面的に判断するため，以下の選抜方式を実施して入学者の選抜を行
う。

総合型選抜（AO）では，エントリーシートで「思考力・判断力・表現力」を，実技試験では「表現力」を，
面接で「入学後の意欲・主体性・協働する態度」を重視し，総合的に判断する。

総合型選抜（基礎学力型）・学校推薦選抜（基礎学力型）では，適性検査で「基礎的知識・思考力・判断力」を，
学校推薦選抜（小論文型）では小論文で「思考力・判断力・表現力」を重視し，これらの選抜ではあわせて面接
と調査書で「入学後の意欲・主体性・協働する態度」を重視して総合的に判断する。

一般選抜・共通テスト利用選抜では，「基礎的知識・思考力・判断力」を重視し，選抜Ｃではあわせて調査書で「主
体性・協働する態度」を重視し判断する。
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生活実践科学科

【３つのポリシー】
●ディプロマ・ポリシー（卒業認定及び学位授与の方針）

１．豊かな人間性と社会性，倫理性を支える幅広い教養を身につけている
２．家庭や社会で円滑な人間関係を構築できるコミュニケーション能力を身につけている
３．生活を豊かにし，生活の質の向上につながる基礎知識・技術を身つけている
４．社会生活で適切な日本語を柔軟に使い分けることができ，簿記・会計に関する基礎知識を身つけている
５．社会生活で必要なソフトウェア等を使用する知識・技術を身つけている
６．生活をより豊かにするための実践に必要な基礎知識を身つけている
７．学びを活かし自ら考え実践することができ，他者と協働することにより地域社会に貢献できる素地を身つけ

ている

●カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）
１．教養教育を通して，豊かな人間性と社会性を育み，倫理性を支える広い教養を育成する
２．生活を豊かにし，生活の質の向上につながる基礎知識・技術を養うため，演習科目を含む基礎科目および生

活関連科目を配置する
３．社会生活で適切な日本語を柔軟に使い分けることができる力および簿記・会計に関する基礎知識を養うため，

事務科目を配置する
４．社会生活で必要なソフトウェア等に関する知識・技術を養うため，情報科目を配置する。
５．学びを活かし自ら考え実践する力および他者と協働し地域社会に貢献できる素地を養うため，実習科目を配

置する
６．期末テストのみならず科目特性に応じて，提出物や実技発表，単元ごとの課題など，複数の観点から学修到

達度を評価する

●アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針）
＜求める学生像＞

　・生活の質の向上に関心があり，そのための知識・技術を修得しようとする学習意欲を有している人
　・生活に関する課題について自ら考え解決しようとする意欲がある人
　・協調性・柔軟性があり他者と協働して地域社会に貢献したいと考えている人

＜入学者に求める知識・技能・能力・態度＞
〇知識・技能
　・本学科での修学に必要な高等学校卒業相当の基礎学力を有している
〇思考力・判断力・表現力
　・様々な課題について，基礎学力を用いて考え行動する力を有している
〇主体性・多様性・協働性
　・他者と協働して地域社会に貢献する意欲がある

＜入試方法についての方針＞
短期大学教育に必要な基礎的資質能力等を多面的に判断するため，以下の選抜方式を実施して入学者の選抜を

行う。
総合型選抜（AO）では，エントリーシートで「思考力・判断力・表現力」を，面接で「入学後の意欲・主体性・

協働する態度」を重視し，総合的に判断する。
総合型選抜（基礎学力型）・学校推薦選抜（基礎学力型）では適性検査で「基礎的知識・思考力・判断力」を，

学校推薦選抜（小論文型）では小論文で「思考力・判断力・表現力」を重視し，これらの選抜ではあわせて面接
と調査書で「入学後の意欲・主体性・協働する態度」を重視して総合的に判断する。

一般選抜・共通テスト利用選抜では，「基礎的知識・思考力・判断力」を重視し，選抜Cではあわせて調査書で「主
体性・協働する態度」を重視し判断する。
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学生支援方針

【基本方針】

　就実大学・就実短期大学は，「去華就実」の基本理念に基づき，創造性・主体性・実践力を備えた人間性豊かな

人材の育成を目標として，全学が協力し，すべての学生に対して，適切な修学支援，学生生活支援，キャリア支援

を行う。

【修学支援方針】

　円滑な学修が継続できる指導・相談体制を整える。

　留年，休学，退学する学生の状況把握と分析に基づいて実効性のある支援を行う。

　障がいのある学生一人ひとりに応じた支援を着実丁寧に行う。

　海外留学・語学研修・国際交流を積極的に支援する。

【学生生活支援方針】

　学生が心身ともに安定した学生生活が送ることができるよう，学生のニーズに応える実効性のある支援を行う。

　学生が経済的事情により休学や退学に陥らないよう，奨学金の充実を図る。

　学生の自主的な活動を奨励し，学友会，クラブ・サークル，ボランティア等の正課外活動や社会活動を積極的に

支援する。

【キャリア支援方針】

　学生の社会的・職業的な自立に向け，主体的に人生をデザインし，進路選択するための知識，能力，態度を育成

することを目指してキャリア支援を行う。

　学生の希望する進路選択を実現するため，一人ひとりに応じた就職支援を着実丁寧に行う。

　初年次教育との連携を図り，低年次からのキャリア形成に向けて支援を行う。



就 実 短 期 大 学 学 則

 
第１章 総則

 
（目的） 

第１条 本学は，教育基本法及び建学の精神に基づき，専門の学芸を教授するとともに，幅広く深い

教養を培い，創造的な知性と豊かな人間性を涵養し，もって社会に貢献する有為な人材を育成する

ことを目的とする。 
（自己評価等） 

第２条 本学は，教育研究水準の向上を図るとともに，前条の目的及び社会的使命を達成するため，

教育研究活動の状況について，全学及び学科ごとに自ら点検，評価，改善（以下「自己評価」とい

う。）を行うものとする。 
２ 自己評価を行うため，本学に自己点検・評価・改善委員会を置く。 
３ 自己点検・評価・改善委員会に関する規程は別に定める。 
 

第２章 学科の組織，学生定員及び修業年限

 
（学科及び学生定員） 

第３条 本学において設置する学科及びその学生定員は次のとおりとする。

学 科 入学定員 収容定員 
幼児教育学科 名 名 
生活実践科学科 名 名

 
学科の人材の育成及びその他教育研究上の目的） 

第３条の２ 本学において 各学科における人材の育成に関する目的及びその他教育研究上の目的は

次のとおりとする。 
学 科 目 的 

 
幼児教育学科 

 

人間性の豊かさ，自主性の促進を重視し，カリキュラム内だけでなく，課

外自主活動の積極的支援も行い，保育者としての資質の向上を図ること

を教育目的とする。 
 
生活実践科学科 

 

生活者として必要な基本的な知識・技術・実践力を身につけ，より広い視

野で現代生活に関わる様々な問題に対して，自ら問題解決を行おうとす

る意欲のある人材の育成を教育目的とする。 

（修業年限及び在学年限） 
第４条 本学の修業年限は２年とする。 
２ 学生は４年を超えて在学することはできない。 
（長期履修制度） 

第４条の２ 前条の規定にかかわらず，本学において，修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的

に教育課程を履修し卒業することを希望する者があるときは，教授会において相当の資格があると

認めた者につき，本学の教育に支障がない場合に限り，学長が許可することができる。 
２ 長期履修学生に関する規程は別に定める。 
 
 
 

学則
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第３章 附属幼稚園

（附属幼稚園） 
第４条の３ 本学に附属幼稚園を置く。 
２ 教育研究に併設する事業として，本学に保育所を置く。 
３ 附属幼稚園及び保育所に関し必要な事項は別に定める。 
 

第４章 学年，学期及び休業日

 
（学年） 

第５条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月 日に終わる。 
（学期） 

第６条 学年を次の２学期に分ける。 
前学期 ４月１日から９月 日まで 
後学期 月１日から翌年３月 日まで 
（休業日） 

第７条 休業日は，次のとおりとする。 
一 日曜日 
二 国民の祝日に関する法律に規定する休日 
三 学園創立記念日 ５月 日 
四 夏期休業日 ８月１日から９月 日まで 
五 冬期休業日 月 日から翌年１月７日まで 
六 学年末休業日 ３月 日から３月 日まで 

２ 必要がある場合においては，学長は，前項の規定にかかわらず，臨時に休業日を設け又は休業日

を変更することができる。 
（一年間の授業期間） 

第８条 １年間の授業を行う期間は，試験等の期間を含め， 週にわたることを原則とする。 
 

第５章 教育課程

 
（授業科目） 

第９条 本学において開設する教養科目及び専門教育科目に関する授業科目とその単位数は別表

１ から ３ のとおりとする。

（授業の方法）

第９条の２ 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用によ

り行うものとする。

２ 前項の授業は，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させ

ることができる。

３ 第１項の授業は，外国において履修させることができる。

前項の規定により，多様なメディアを高度に利用して当該授業を行う教室等以外の場所で履修さ

せる場合についても，同様とする。

４ 第１項の授業の一部を，校舎及び附属施設以外の場所で行うことができる。

５ 第２項に関し必要な事項は，別に定める。

学
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（資格等に関する授業科目） 
第 条 前条に定めるもののほか，司書の資格を取得する者のため，図書館に関する科目を置く。図

書館に関する授業科目とその単位数は別表 ４ のとおりとする。

２ 医療秘書の資格を取得する者のため，医療秘書に関する科目を置く。医療秘書に関する授業科目

とその単位数は別表 ５ のとおりとする。 
３ 上級秘書士の資格を取得する者のため，上級秘書士に関する科目を置く。上級秘書士に関する授

業科目とその単位数は別表 ６ のとおりとする。 
４ 情報処理士の資格を取得する者のため，情報処理士に関する科目を置く。情報処理士に関する授

業科目とその単位数は別表 ７ のとおりとする。 
５ プレゼンテーション実務士の資格を取得する者のため，プレゼンテーション実務士に関する科目

を置く。プレゼンテーション実務士に関する授業科目とその単位数は別表 ８ のとおりとする。 
６ 介護職員初任者研修修了証明書を取得する者のため，介護職員に関する科目を置く。介護職員に

関する授業科目とその時間数は別表 ９ のとおりとする。 
 

第６章 履修の方法，学習の評価，課程修了の認定及び卒業

 
（履修の方法） 

第 条 本学において開設する授業科目はこれを必修及び選択科目とし，２か年に分けて履修させる

ものとする。 
（授業科目の登録） 

第 条 学生は毎学年度の当初に当該年度において履修すべき授業科目を登録しなければならない。 
２ 学生は，前項により登録した授業科目以外の授業科目を履修し，単位を取得することはできない。 
（単位の授与） 

第 条 各授業科目を履修し，その試験に合格した者には，所定の単位を与える。 
２ 前項の試験に関し，必要な事項は別に定める。 
第 条 削除 
第 条 削除 
（成績） 

第 条 試験の成績は， 点をもって最高とし， 点以上を合格とする。 
（成績の評語） 

第 条 成績の評語は， 点以上を秀， 点以上を優， 点以上を良， 点以上を可とし， 点未満

を不可とする。 
（単位の計算方法） 

第 条 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を 時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を

考慮して，次の基準により計算するものとする。 
一 講義については， 時間の授業をもって１単位とする 
二 演習については， 時間から 時間の授業をもって１単位とする 
三 実験，実習及び実技については， 時間から 時間の授業をもって１単位とする 
（各授業科目の授業期間） 

第 条 各授業科目の授業は， 週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし，教育上特別

の必要があると認められる場合は，この期間より短い特定の期間において授業を行うことができ

る。 
（他の短期大学又は大学における授業科目の履修等） 

第 条 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が他の短期大学又は大学において履修した授業科

目について修得した単位を， 単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得した

学則
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ものとして認定することができる。 
２ 前項の規定は，学生が外国の短期大学又は大学に留学する場合に準用する。 
３ 前２項の実施に関し必要な事項は別に定める。 
（短期大学又は大学以外の教育施設等における学修） 

第 条の２ 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が行う他の短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修，その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学における授業科目の履修とみなし，

前条により本学において修得したものとして認定する単位数と合わせて 単位を超えない範囲で，

単位を認定することができる。

２ 前項の実施に関し必要な事項は別に定める。 
（入学前の既修得単位等の認定） 

第 条 本学は，教育上有益と認めるときは，学生が本学入学以前に短期大学又は大学において修得

した単位，及び短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修，その他文部科学大臣が別に定

める学修については，本学における授業科目の履修により修得したものとして認定することがで

きる。

２ 前項により修得したものとみなし，また与えることのできる単位数は，転入学等の場合を除き，

本学において修得した単位以外のものについては，第 条第１項及び前条第１項により本学にお

いて修得したものとみなす単位数と合わせて 単位を超えないものとする。ただし，第 条第２

項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせるときは 単位を超えないものとす

る。 
３ 前２項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学で修得した単位の場合にも準用する。 
４ 前３項の実施に関し必要な事項は別に定める。 
（卒業の要件） 

第 条 本学を卒業するためには，学生は２年以上在学し，次の第一号から第三号を含めて， 単位

以上を修得しなければならない。 
一 教養科目 単位以上  
二 専門教育科目 単位以上 ただし，幼児教育学科は 単位以上 
三 生活実践科学科は，教養科目，専門教育科目及び他学科の開放科目の中から 単位以上 
（教育職員免許状等） 

第 条 教育職員免許状を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに教育職員免許法及

び同法施行規則に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 
２ 本学において取得できる教育職員免許状の種類は次のとおりである。 

学 科 免許状の種類 
幼児教育学科 幼稚園教諭二種免許状 

３ 司書の資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに図書館法及び同法施行規則

に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 
４ 医療秘書の資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに公益社団法人日本医師

会が定める授業科目の単位を修得しなければならない。 
５ 上級秘書士の資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに全国大学実務教育協

会が定める授業科目の単位を修得しなければならない。 
６ 情報処理士の資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに全国大学実務教育協

会が定める授業科目の単位を修得しなければならない。 
７ プレゼンテーション実務士の資格を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに全国

大学実務教育協会が定める授業科目の単位を修得しなければならない。 
８ 介護職員初任者研修修了証明書を取得しようとする者は，前条各号に定めるもののほかに岡山県

介護員養成研修事業者指定等に関する要綱に定める授業科目を受講しなければならない。
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（保育士の資格） 
第 条 幼児教育学科において保育士の資格を得ようとする者は，第 条各号に定めるもののほかに

児童福祉法及び同法施行規則に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 
（卒業） 

第 条 本学に２年以上在学し，第 条に定める授業科目及び単位数を修得した者については，教授

会の意見を聴き，学長が卒業を認定する。 
２ 学長は，卒業を認定した者に対して，卒業証書・学位記を授与する。 
（学位） 

第 条の２ 本学を卒業した者に短期大学士（幼児教育），短期大学士（生活実践科学）の学位を授

与する。 
２ 学位に関する規程は別に定める。 
 

第７章 入学，退学，転学及び休学等

（入学の時期） 
第 条 入学の時期は，学年の始めとする。ただし，再入学及び転入学については，学期の始めとす

ることができる。 
（入学資格） 

第 条 本学に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 
一 高等学校を卒業した者 
二 通常の課程による 年の学校教育を修了した者 
三 外国において，学校教育における 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣

の指定したもの 
四 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者 
五 文部科学大臣の指定した者 
六 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による

大学入学資格検定に合格した者を含む） 
七 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る）で文部科学大臣が指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 
八 個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，

歳に達した者 
（入学志願の手続） 

第 条 本学に入学を志願する者は，本学所定の書類に入学検定料を添えて提出しなければならな

い。 
２ 入学検定料の金額は別に定める。 
３ 本学において特に必要があると認めた者は，入学検定料を減免することができる。

４ 入学検定料の減免に関する規程は別に定める。 
５ 提出の時期，方法，同時に提出すべき書類等については別に定める。 
（入学者の選考） 

第 条 前条の入学志願者については，別に定めるところにより，選考を行う。 
（入学手続及び入学許可） 

第 条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は，所定の期日までに，入学金その他の学

納金及び本学の指定する書類を提出しなければならない。 
２ 学長は，前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。
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（再入学） 
第 条 願いにより本学を退学した者又は第 条第一号により除籍された者が，再入学を希望すると

きは，選考のうえ，教授会の意見を聴き，学長が入学を許可することができる。 
２ 前項の場合，退学前に取得した単位の全部又は一部を既に取得したものとして認めることがある。

この認定は教授会の意見を聴き，学長が行う。 
３ 再入学の場合に必要な手続は別に定める。 
（転入学） 

第 条 他の短期大学から転入学を希望する者があるときは，欠員のある場合に限り，選考のうえ，

教授会の意見を聴き，学長が入学を許可することができる。 
２ 転入学の場合に必要な手続は別に定める。 
（転学科） 

第 条の２ 本学に在学中の者が転学科を希望するときは，選考のうえ，転学科を許可することがあ

る。 
２ 転学科に関する規程は別に定める。

（保証人） 
第 条 入学を許可された者は，保証人を定め本学の指定する期間内に届出なければならない。 
（保証人の責任） 

第 条 保証人は学生の在籍中の次に定める事項について責任を持つものとする。

一 授業料の未納分

二 在籍料の未納分

三 学内施設・備品などに損害を与えた場合の修復費用

四 学生の故意又は過失行為によって第三者に損害を与え，その賠償責任を大学が負うことになっ

た場合の損害賠償額

２ 前項の保証極度額は，授業料の年額とする。

３ 保証人は父母若しくは成年の親族又はそれに代わる者とし，いずれも独立の生計を営む者とする。 
（保証人の変更及び転居） 

第 条 保証人を変更したとき又は保証人が転居したときは直ちに届出なければならない。 
（退学） 

第 条 退学しようとする者は，その事由を詳記し，保証人連署のうえ，学長に願い出，その許可を

得なければならない。 
（転学） 

第 条 他の短期大学へ転学を希望する者は，保証人連署のうえ学長に願い出，その許可を得なけれ

ばならない。 
（休学） 

第 条 疾病その他やむを得ない事情により３か月以上修学することのできない者は，保証人連署の

うえ休学を願い出ることができる。 
２ 前項の休学のうち疾病による場合は，医師の診断書を添付しなければならない。 
（休学期間） 

第 条 休学の期間は１年を超えることができない。ただし，特別の事由があると認められた者にあ

っては引続き更に１年まで延長することができる。 
２ 休学期間は，第４条第２項の在学年限に算入しない。 
（復学） 

第 条 休学期間満了のとき又は休学期間内であってもその事由が消滅したときは，学長の許可を得

て復学することができる。
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（除籍） 
第 条 次の各号の一に該当する者は，教授会の意見を聴き，大学教育研究評議会で審議し，学長が

除籍する。 
一 授業料その他の学納金の納付を怠り，督促してもなお納付しない者 
二 第４条第２項に定める在学年限を超えた者 
三 第 条第１項に定める休学期間を超えてなお修学できない者 
四 死亡または長期間にわたり行方不明の者 
五 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

２ 前項第５号に関し必要な事項は，別に定める。 
（復籍） 

第 条の２ 前条第一号により除籍になった者が除籍通知後１年以内に未納の授業料その他の納付金

を納付し，復籍の願い出があった場合には，大学教育研究評議会で審議し，学長が復籍を許可する

ことができる。 
２ 前項の場合,除籍前に修得した授業科目及び単位数の全部又は一部を既に修得したものとして認

めることがある。この認定は教授会の意見を聴き，学長が行う。 
 

第８章 授業料，入学金その他の費用

 
（入学金の納付） 

第 条 本学に入学する者は，入学金を納付しなければならない。 
２ 入学金の額は，250,000円とする 
３ 納付した入学金は，返付しない。 
（授業料の納付） 

第 条 授業料は，前学期・後学期の２期に分けて納付しなければならない。ただし，長期履修学生

の授業料については別に定める。 
２ 授業料は年額830,000円とする。 
３ 本学において特別の事情があると認められた者は，前項の規定にかかわらず，月割分納又は延納

を認めることがある。 
（授業料，入学金その他の費用の減免） 

第 条の２ 本学において特に必要があると認めた者は，授業料，入学金その他の費用を減免するこ

とができる。 
２ 授業料，入学金その他の費用の減免に関する規程は別に定める。

（退学・転学及び停学の場合の授業料） 
第 条 退学又は転学した者，退学を命ぜられた者及び停学中の者は当該学期の授業料全額を納付し

なければならない。 
（休学の場合の授業料） 

第 条 休学した者については次の算式により算出した授業料を免除する。

免除額 ＝ 授業料年額 ×
休学日の当月から復学日の前月までの月数

12

２ 端数が生じた場合には， の位以下の数字は切り上げ， 円単位とする。この端数処理は，授

業料の減免額算定の最後に一度だけ行うものとし，計算途中において複数回にわたり行うことは

しない。
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（在籍料） 
第 条 休学した者については，休学期間中，次の算式により算出した在籍料を納付しなければなら

ない。

在籍料の算式

在籍料 × 休学日当月から復学日の前月までの月数

２ 在籍料は，１か月 円とする。

（その他の費用の納付） 
第 条 入学金，授業料のほか，実験実習料を徴収することがある。

２ 前項に規定する納付金の金額，納付に必要な手続等については別に定める。 
 

第９章 職員組織

 
（職員組織） 

第 条 本学に，学長，教授，准教授，講師，助教，助手，事務職員，技能職員その他必要な職員を

置く。

（職員の職務） 
第 条 職員の職務は学校教育法及び就実学園就業規則の定めるところによる。 
 

第 章 大学教育研究評議会，教授会

 
（大学教育研究評議会） 

第 条 本学に，教育研究に関する重要な事項を審議するため大学教育研究評議会（以下「評議会」

という。）を置く。

（評議会の構成）

第 条の２ 評議会は，学長，副学長，短期大学部長及び事務部長をもって構成する。

２ 前項の規定にかかわらず，学長が必要と認めたときは，評議会を構成する者以外の者の出席を求

めることができる。

（評議会の役割・権限）

第 条の３ 評議会は学長の諮問機関とし，教育研究に関する重要な事項で学長が必要と認めたもの

を審議する。

２ 評議会に関する規程は，学長が別に定める。

（各種委員会の設置）

第 条の４ 評議会のもとに，各種委員会を置く。

２ 各種委員会に関する規程は別に定める。

（教授会）

第 条 本学に教授会を置く。

（教授会の構成）

第 条 教授会は短期大学部長及び教授をもって構成する。ただし，教授会が必要と認めたときは，

准教授，講師及び助教を加えることができる。

２ 前項の規定にかかわらず，短期大学部長が必要と認めたときは，教授会にその他の職員の出席を

求めることができる。

（教授会の役割・権限）

第 条 教授会は，学長の諮問機関とし，学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を

述べるものとする。
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一 学生の入学，卒業

二 学位の授与

三 前２号に掲げるもののほか，教育研究に関する重要な事項で，学長が教授会の意見を聴くこと

が必要であると認めるもの

２ 教授会は，前項に規定するもののほか，学長及び短期大学部長がつかさどる教育研究に関する事

項について審議し，及び学長の求めに応じ，意見を述べることができる。

３ 教授会に関する規程は，学長が別に定める。

 
第 章 科目等履修生，委託生，単位互換履修生，

聴講生，外国人留学生及び帰国子女

 
（科目等履修生） 

第 条 本学において開設する授業科目の一部を履修しようとする者があるときは，教授会において

相当の資格があると認めた者につき，当該授業科目の授業に支障がない場合に限り，学長が許可す

ることができる。 
２ 科目等履修生に関し必要な事項は別に定める。 
（委託生） 

第 条 他の大学又は公共機関から委託生として推薦された者が，学修を願い出るときは，教授会に

おいて相当の資格があると認めた者につき，本学の教育に支障のない場合に限り，学長が許可する

ことができる。

２ 委託生には学則を準用する。ただし，学則第 条は適用しない。 
３ 委託生の授業料その他の納付金については，科目等履修生に準ずる。 
（単位互換履修生） 

第 条の２ 協定を結んでいる他の短期大学，大学又は高等専門学校に在学している学生が，本学の

開講科目を履修しようとするときは，教授会において相当の資格があると認めた者につき，当該科

目の授業に支障がない場合に限り，学長が許可することができる。 
２ 単位互換履修生に関し必要な手続きについては別に定める。

（聴講生） 
第 条 本学において開設する授業科目の一部を聴講しようとする者があるときは，教授会において

相当の資格があると認めた者につき，当該授業科目の授業に支障がない場合に限り，学長が許可す

ることができる。 
２ 聴講生に関し必要な手続きについては別に定める。 
（外国人留学生） 

第 条 外国人で大学において教育を受ける目的をもって入国し，本学に入学を志願する者があると

きは，選考のうえ，教授会の意見を聴き，外国人留学生として学長が許可することができる。 
２ 外国人留学生に関する規程は別に定める。 
（帰国子女） 

第 条 外国人留学生以外の学生で，外国において相当の期間中等教育（中学校又は高等学校に対応

する学校における教育をいう。）を受けた者が本学に入学を志願するときは，選考のうえ，教授会

の意見を聴き，帰国子女として学長が許可することができる。 
２ 帰国子女に関する規程は別に定める。 
 

第 章 賞罰

（表彰）

第 条 学生として表彰に値する行為があった者は，教授会の意見を聴き，学長が表彰することがで

きる。 
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２ 表彰に関する規程は別に定める。 
（懲戒） 

第 条 本学の学則に違反し又は学生としての本分に反する行為があった者は，教授会の意見を聴き，

評議会で審議し，学長が懲戒する。 
２ 前項の懲戒の種類は，訓告，停学及び退学とする。 
３ 前項の退学は，次の各号の一に該当する者に対して行う。 
一 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 
二 正当な理由がなくして出席常でない者 
三 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に著しく反した者 

４ 懲戒に関する規程は別に定める。 
 

第 章 公開講座

 
（公開講座） 

第 条 本学において必要があると認めるときは，公開講座を設けることがある。 
 

第 章 附属施設

 
（図書館） 

第 条 本学に図書館を置く。 
２ 図書館に関し必要な事項は別に定める。 
（就実教育実践研究センター） 

第 条 本学に就実教育実践研究センターを置く。 
２ 就実教育実践研究センターに関し必要な事項は別に定める。 
（産学官地域連携センター） 

第 条の２ 本学に産学官地域連携センターを置く。 
２ 産学官地域連携センターに関し必要な事項は別に定める。 
（教育開発センター） 

第 条の３ 本学に教育開発センターを置く。 
２ 教育開発センターに関し必要な事項は別に定める。 

第 章 厚生施設 削除

（学生寮） 削除

第 条 削除 
 

附 則 
この学則は，昭和 年４月１日から施行する。 

附 則 
この改正学則は，令和４年４月１日から施行し，令和 年度入学生から適用する。ただし，別表(5)の

「情報処理Ⅲ」の削除は，令和3年度入学生についても適用する。 
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履　修　要　項

　授業科目の履修に関して，学則に明示されていない細則は，この履修要項に定めるところによります。

Ⅰ　授業科目の構成

　１．本学において開設する授業科目は，次のとおりです。

　　⑴　教養科目

　　⑵　専門教育科目

　　⑶　諸課程に関する科目

　　　　ａ　教職に関する科目（幼児教育学科）

　　　　ｂ　保育士に関する科目（幼児教育学科）

　　　　ｃ　図書館司書に関する科目（生活実践科学科）

　　　　ｄ　医療秘書に関する科目（生活実践科学科）

　　　　ｅ　上級秘書士に関する科目（生活実践科学科）

　　　　ｆ　上級秘書士（メディカル秘書）に関する科目（生活実践科学科）

　　　　ｇ　情報処理士に関する科目（生活実践科学科）

　　　　ｈ　プレゼンテーション実務士に関する科目（生活実践科学科）

　　　　ｉ　介護職員初任者研修に関する科目（生活実践科学科）

　２．これらの授業科目は，履修の方法により，次のように分類されます。

　　⑴�　必修科目　必ず履修しなければならない授業科目で，この必修科目のすべての単位を修得しなければ卒業

することができません。

　　⑵�　選択必修科目　定められた枠の中から各自が選択履修し，所定の単位数を必ず修得しなければならない 

授業科目です。

　　⑶�　選択科目　各自が自由に選択し履修する授業科目です。ただし，学則に定める卒業に必要な単位数を充足

するように選択履修してください。

Ⅱ　単位の計算方法

　各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし，

授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修などを考慮して，次の基準により計算 

するものとします。

　１．講義については，15時間の授業をもって１単位とする。

　２．演習については，15時間から30時間の授業をもって１単位とする。

　３．実験・実習及び実技については，30時間から45時間の授業をもって１単位とする。

Ⅲ　卒業に必要な単位数

　　本学を卒業するためには，それぞれの学科所定の科目・単位を次表のとおり修得しなければなりません。
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Ⅳ　履　修　登　録

　１．履修登録上の注意事項

　　⑴�　授業科目の履修は，学則第22条の規定に従って，各年次に履修すべき授業科目を考慮して計画を立てて 

ください。

　　⑵�　各年次での履修登録単位数は，前期・後期を通じて，幼児教育学科は最高50単位（国際交流Ⅰ・Ⅱ，保育

所実習Ⅰ・Ⅱ，施設実習Ⅰ・Ⅱの単位数は含めない），生活実践科学科は最高48単位（国際交流Ⅰ・Ⅱ，資

格課程のみの科目の単位数は含めない）を超えることは認められません。

　　⑶�　一度登録した授業科目の変更は後期追加登録以外原則として認められないので，履修登録の際には慎重に

履修計画を立ててください。

　　⑷�　登録した授業科目は，途中で放棄することなく必ず履修し，試験を受けてください。途中で放棄したり，

試験を受けなかった場合は，不合格となります。

　　⑸�　クラス指定あるいは学科指定のある授業科目は，原則として指定された時間に履修してください。

　　⑹�　特定の授業科目および特定の教室を使用する授業科目については，履修人数を制限する場合があります。

　　⑺�　１年次に配当されている授業科目は，原則として１年次に履修してください。その他の年次においても 

同様です。

　　⑻�　１年次生は２年次に配当されている授業科目を履修することはできません。

　　⑼�　同一時限に２科目を重複して登録受講することはできません。

　　⑽�　過年度に，合格点を得た科目を再度登録することは認められません。

　　⑾�　前期・後期を通じて，幼児教育学科は50単位，生活実践科学科は48単位（１年間に履修登録できる単位数

の最高限度）を超えない範囲で後期追加登録をすることができます。なお，後期追加登録時に，後期科目の

削除も認められます。

　２．登録申請ならびに手続方法（履修登録スケジュール表は，入学後のガイダンスで配付します）

　学生は，後期履修する授業科目を含め，各年次において単位を修得しようとする授業科目について，各自登

録しなければならない。授業科目の登録は，下記の要領に従って年度の当初に行うこと。この登録を怠ると，

その年度の授業及び試験を受け単位を修得することができないので十分注意すること。

　　⑴�　年度始めのオリエンテーション（「履修指導」）の際，担当教員から説明を聞き，「時間割表」及び「履修

要覧」（授業科目表・履修上の注意）を参照して，各年度に履修しようとする授業科目を決定すること。

　　⑵�　この全授業科目（必修，選択必修，選択，集中，資格課程）はすべて履修要覧巻末にある「履修登録下書

き用紙」に記入すること。

　　⑶�　指定された期間に「履修登録下書き用紙」を確認しながら，自宅もしくは情報教室のパソコンを使って履

修希望科目の申請をすること（Web履修申請）。

　　⑷�　履修登録内容確認期間にCampusPlanにログインし，履修登録内容を確認すること。この期間の確認内容

が時間割確定となる。ただし，この期間に履修登録内容を変更することはできない。

　　⑸�　後期科目追加登録（削除）希望者は，指定された日に手続きを行ってください（詳細は掲示します）。

幼児教育学科 生活実践科学科

教 養 科 目 10 10
10

専門教育科目 52 42

総 単 位 62 62



　３．Web履修登録利用の手引き
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Ⅴ　授　　業

　１．授業時間

　平常の授業は，時間割表に従って次の時間で行われます。

　　Ⅰ時限　９：10〜10：40　　Ⅱ時限　10：50〜12：20　

　　Ⅲ時限　13：10〜14：40　　Ⅳ時限　14：50〜16：20　

　　Ⅴ時限　16：30〜18：00　　Ⅵ時限　18：10〜19：40

　２．休　　講

　授業担当者がやむを得ない事情で授業を休講する場合は，事前に掲示により伝達します。休講掲示がなく，

始業時より30分以上経過しても連絡のない場合は，教務課へ申し出て指示を受けてください。

　３．臨時休講

⑴　警報発令の際の取り扱い

　午前７時に岡山県岡山市に暴風警報・暴風雪警報もしくは特別警報のいずれかが発令されている場合は臨

時に休講とします（大雨・洪水等その他の警報の場合は休講としません）。ただし，午前10時までに当該警

報が解除された場合は，Ⅲ時限から授業を実施します。

⑵　交通機関の運休の際の取り扱い

　午前７時にJR山陽本線ならびにJR赤穂線のいずれもについて「岡山」駅―「高島」駅間を含む区間に運

休の措置が取られていた場合（一部列車の運休や一時的な運転見合わせは含まない）は臨時に休講とします。

ただし，午前10時までに当該区間の運行が再開された場合は，Ⅲ時限から授業を実施します。

⑶　避難指示発令の際の取り扱い

　午前７時に西川原校地を含む地域に「避難指示」（警戒レベル４）または「緊急安全確保」（警戒レベル５）

が発令されていた場合（「高齢者等避難」（警戒レベル３）は含まない）は臨時に休講とします。

⑷�　以上の原則は，通常の授業だけではなく定期試験・追試験・再試験，週末や通常授業期間外に行われる集

中講義・補講等についても，全てそのまま適用します。

⑸　その他

　学長が学生の安全確保のために必要と判断した場合には，臨時に休講の措置を行うことがあります。また，

授業実施に支障がないと判断した場合には臨時休講措置の解除を行うことがあります。これらの場合は掲

示・学内放送・メール・ホームページ等の手段で周知します。

⑹　休講となった場合には，原則として後日補講します。

⑺　臨時休講の場合の注意

　臨時休講の措置が取られた場合は，図書館等学内施設も原則として閉鎖されます。学内で行われる課外活

動・課外講座等も休止となります。

⑻　臨時休講とならない場合の注意

　臨時休講の措置が取られない場合でも，自宅周辺の状況，自分が利用する交通機関の状況等を考えて，安

全第一で無理のない行動を取るようにしてください。授業開始後の時間帯に交通機関の運休が予告されてい

る場合などは，帰宅困難の可能性も考えて登校するかどうかを慎重に判断してください。なお，登下校に危

険や困難があると自身で判断して欠席した場合は，指定様式の欠席届に詳しい状況を記載して授業担当者に

提出することで配慮を求めることができます。

　４．欠　　席

　　⑴　欠　席　届

　授業を欠席する場合は，「欠席届」を授業科目担当者になるべく事前に届け出ましょう。もし事前に届け

られなかった場合は，事後速やかに届け出てください。
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　　⑵　長期欠席届

　７日以上の欠席の時は，医師の診断書を添えて所定の用紙に記入し，教務課に届け出てください。

　この届出が受理されることにより個別に欠席届を提出する必要はなくなります。

　　⑶�　公　欠　届

　公欠届は下記の場合に限り，所定の用紙に記入し，速やかに教務課に届け出てください。

　※ただし，補講および集中講義については，原則として公欠は認められません。

①諸課程の単位修得のための実習期間など。

②�学校保健安全法及び同法施行規則に定める感染症（次頁参照）にかかった時。（出席停止期間証明書また

は診断書が必要です。ただし第２種インフルエンザについてはこれにかわり、インフルエンザ罹患報告書

及び受診時の領収書が必要です。）

・別表の感染症と診断された場合には，速やかに教務課まで電話で報告してください。

・�治癒後に受診機関より「出席停止期間証明書」または「診断書」の交付を受け，授業公欠届（教務課申請

用）とともに届け出てください。ただし第２種インフルエンザについては受信機関からの交付は不要とし、

「インフルエンザ罹患報告書」「受診時の領収書」を提出してください。（必ず治癒後に届け出てください。

感染拡大を防ぐため，出席停止期間は大学に出てきてはいけません。）

　※「その他の感染症」以外の診断書については病名・出席停止期間の記載のあるものに限る。

※〔第３種〕のその他の感染症は「出席停止期間証明書」（本学様式）に限る。

　�（授業公欠届（教務課）及び出席停止期間証明書・インフルエンザ罹患報告書は，履修要覧巻末の様式

をコピーするか，就実イントラネット・ホームページからダウンロードして下さい）

③忌引によるもの（会葬礼状等の証明書類が必要）　※忌引の適用される親族と日数

・１親等の親族（父母）の場合は連続した７日間まで（休日を含む）

・２親等の親族（祖父母・兄弟姉妹）の場合は連続した３日間まで（休日を含む）

・３親等の親族（曾祖父母・伯叔父母・甥姪）の場合は１日のみ

④その他

　教務部長，各学部長，短大部長，各学科長などの協議の結果，やむを得ないと認められた場合。



感染症についての出席停止期間の基準
学校保健安全法施行規則

感染症の種類 出席停止期間の基準
（以下の基準に基づき、主治医が判断する）

［第１種］

エボラ出血熱

治癒するまで

クリミア・コンゴ出血熱
痘そう
南米出血熱
ペスト
マールブルグ熱
ラッサ熱
急性灰白髄炎
ジフテリア
重症急性呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属SARS
コロナウイルスに限る）
中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属MERSコロ
ナウイルスに限る）
特定鳥インフルエンザ
新型インフルエンザ等感染症
指定感染症および新感染症

［第２種］

インフルエンザ（特定鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ
等感染症を除く）

発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後
２日を経過するまで

百日咳 特有の咳が消失するまで又は５日間の適正な
抗菌性物質製剤による治療が終了するまで

麻しん 解熱後３日を経過するまで

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後
５日を経過し、かつ、全身状態が良好になるまで

風しん 発疹が消えるまで
水痘（みずぼうそう） すべての発疹が痂皮化するまで
咽頭結膜熱（プール熱） 主な症状がなくなって２日を経過するまで

結核 病状により学校医その他の医師において感染
のおそれがないと 認めるまで

髄膜炎菌性髄膜炎 病状により学校医その他の医師において感染
のおそれがないと 認めるまで

［第３種］

コレラ

病状により学校医その他の医師において感染
のおそれがないと 認めるまで

細菌性赤痢
腸管出血性大腸菌感染症
腸チフス
パラチフス
流行性角結膜炎
急性出血性結膜炎
その他の感染症
（学校医その他の医師において感染のおそれがあり出席停止の措
置が必要と認める感染症）＊

※第２種については、病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めたときは、この限りでない。
＊第３種のうち「その他の感染症」については、「出席停止期間証明書」に限る。（診断書は無効）
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Ⅵ　学籍異動

　１．休学・復学

　休学・退学をする場合は，事前にクラス担任または指導教員に相談すること。

　休学・退学の願い出は，月日をさかのぼって願い出ることはできません。休学期間・退学日の取扱について

は，教務課で説明を受けて下さい。

⑴�　疾病その他やむを得ない事由により３か月以上修学することのできない者は，保証人連署のうえ学長に願

い出，その許可を得て休学をすることができます。

　　疾病による場合は，医師の診断書を添付する必要があります。

⑵�　休学中は，当該期間を含む学期の単位を修得することはできません。

⑶�　休学できる期間は休学願を提出する月の翌月以降，月初めから１か月単位で，当該年度末までです。

⑷�　休学の期間は１年を超えることができません。ただし，特別の事由があると認められた者にあっては引続

き更に１年まで延長することができます。

⑸�　休学の期間は，通算して２年を超えることができません。

⑹�　休学期間は，学則第４条第２項の在学年限には算入されません。

⑺�　休学期間中は，学納金の一部が免除されます。（学則第45条）

⑻�　休学期間満了のとき又は休学期間内であってもその事由が消滅したときは，学長の許可を得て復学するこ

とができます。

　２．退学・再入学

⑴�　退学しようとする者は，その事由を詳記し，保証人連署のうえ，学長に願い出，その許可を得る必要が 

あります。前期末退学を希望する者は９月30日までに，後期末退学を希望する者は３月31日までに，事前に

担任またはゼミ指導教員に相談をし承諾を得た上で，教務課に申し出てください。

⑵�　願いにより本学を退学した者又は第41条第１号により除籍された者が，再入学を希望するときは選考の 

うえ入学を許可することがあります。

　３．転 学 科

　本学に在学中の者が転学科を希望するときは，選考のうえ，許可することがあります。

　４．除　　籍

　次に該当する者は，教授会の意見を聴き，大学教育研究評議会で審議し，学長が除籍します。

⑴�　授業料その他の学納金の納付を怠り，督促してもなお納付しない者。

⑵�　学則第４条第２項に定める在学年限を超えた者。

⑶�　学則第39条第１項に定める休学期間を超えてなお修学できない者。

⑷�　死亡または長期間にわたり行方不明の者。

⑸　学力劣等で成業の見込みがないと認められる者。

　５．復　　籍

　除籍になった者が除籍通知後１年以内に未納の学納金を納付し，復籍の願い出があった場合には，大学教育

研究評議会で審議し，学長が復籍を許可することがあります。その場合，除籍前に修得した授業科目及び単位

数の全部又は一部をすでに修得したものとして認めることがあります。この認定は教援会の意見を聴き，学長

が行います。

Ⅶ　試　　験

　単位を修得するためには，その授業科目を履修登録した上で，その授業を受け（予習・復習・課題などの時間

を含む），かつ本学で施行する試験に合格しなければなりません。原則として授業回数の２／３以上の出席を単

位修得要件とします。出席に不正があった場合は，当該授業科目の単位を認定しないことがあります。



履
修
要
項

− 22 −

　１．試験の方法

　試験は，それぞれの授業科目に応じて筆記・口述・レポート・論文・作品の製作・実技などによって行い 

ます。

　２．試験の種類

⑴�　学期末試験

　学期末試験は原則として定期試験期間内に行われます。ただし定められた時間内に試験を行うことが困難

な科目（複数開講の科目，受講生が多い科目など）は，スケジュール調整が行われることがあります。

　試験が実施される授業科目名，日時，実施方法，注意事項などは，あらかじめ担当教員または教務課より

通知されます。

　〈授業科目の不合格発表〉

・�後期科目及び通年科目は，卒業年次生のみ２月下旬教務課から学内に授業科目ごとに学籍番号を掲示します。

・幼児教育学科が指定する「（※）実習受講のための基準科目」については，１年次生も同様に掲示します。

　（※）履修要覧の幼児教育学科専門教育科目一覧参照（P.30・31参照）

⑵�　追試験

　追試験は，下記に示す病気その他やむを得ない事由により学期末試験を受験できなかった場合に行います。

ただし，欠席当日を含め３日以内に教務課へ電話で連絡してください。この場合，追試験は，原則として当

該定期試験成績報告締切日時までに行うものとします。

①�　病気欠席（医師の診断書を提出のこと。ただし第２種インフルエンザについては，これにかわりインフ

ルエンザ罹患報告書及び受診時の領収書が必要。）

②　就職試験日時との重複（所定用紙にキャリア支援・開発課の証明印を押したものを提出のこと）

③�　忌引（父母は１週間以内，兄弟姉妹祖父母は３日間以内，曾祖父母，伯叔父母，甥姪は１日のみで，死

亡を証明する書類（会葬礼状等）を提出のこと）

④　その他特別な事情により，教務部長が正当と認めた場合

　（①〜③の証明書類は，欠席連絡日から１週間以内に教務課へ提出すること）

⑶�　再試験

・最上位年次生で，その学期の試験結果，卒業あるいは資格取得に必要な単位のうち，不足単位数の範囲

内（６単位以内の不足がある場合に限る）で再試験を受けることができます。

　なお再試験は，当該年度に履修した科目に限るものとし，卒業に必要な科目の単位を修得することを優先

とします。

・幼児教育学科１年次生で，その年度の試験結果，「実習受講のための基準科目」のうち，D判定が３科目

以内である場合に限り再試験を受けることができます。（D判定が４科目以上である場合，またはE判定が

１科目以上である場合は再試験を受験することはできません。）

・欠席が著しく多い（原則として授業回数の２／３以上の出席を満たさない）とき，試験を無断で欠席した

り，授業態度，レポートなどの提出が著しく悪いとき，再試験受験資格を失うことがあります。これは，

各授業科目の担当者が総合的に判断します。再試験受験資格の有無は前期科目は成績表により，後期・通

年科目は，不合格発表により各自確認してください。

　〈再試験手続〉

　教務課所定の用紙に必要事項を記入し，押印の上，受験手数料（１科目1,000円）を添えて本人が出願

受付期間内に教務課へ申し込んでください。

　再試験の要項は教務課より学内に掲示します。

　当該年度卒業見込者の再試験の不合格者については，教務課より学内に授業科目ごとに学籍番号を掲示

します。
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　３．レポートの提出

　試験にかわるレポートの提出方法は，次のとおりです。

⑴　本人が指定された場所（担当教員または教務課）に直接提出してください。

⑵�　大学指定の表紙に必要事項を記入し，必ずホッチキスでとじて提出すること。

⑶�　字数や表紙の有無などレポートの様式については，授業科目担当者の指示に従ってください。

⑷�　一度提出したレポートの変更訂正は認められませんので提出前に十分注意してください。

⑸�　提出の締切日時は厳守してください。（事務受付時間は月曜日から金曜日の午前９時より午後５時まで 

です）

　４．試験に関する注意事項

⑴�　試験の欠席

　試験を欠席する場合は，欠席当日を含め3日以内（土日祝日および休業日を除く）に必ず教務課へ電話で

連絡してください。（TEL　086－271－8120）

　※連絡がない場合は追試験対象にはなりません。連絡方法は電話に限ります。

⑵�　受験資格者以外の受験の禁止

　受験資格のない者（当該科目を履修登録していない者など）は受験できません。万一間違えて受験しても

その成績は無効となります。

⑶�　学生証の呈示

　学生証のない者は受験できません。学生証は試験中，机上に呈示してください。試験当日，学生証を忘れ

た者は，教務課で仮学生証（当日のみ有効）の交付を受けなければなりません。

⑷�　座席の指定

　試験室では指定された席に着いてください。席が指定されていない場合は監督者の指示に従ってくだ 

さい。

⑸�　所持品について

　机上に置くことが出来る物は，持ち込みを許可されたものと筆記用具に限ります。それ以外のものは各自

の足元に置いてください。（原則として下敷きは許可しません）

　　携帯電話，スマートフォン等については，電源を切りかばん等にしまってください。

⑹�　答案持ち出しの禁止

　試験室に入室した者は，必ず答案を提出してください。無断で持ち帰ることは許されません。

⑺�　遅刻及び退出

　試験開始より20分経過後は入室できません。

　監督者が必要と認めれば，試験開始後30分を経過したのち退出することが出来ます。ただし，退出後の 

再入室は出来ません。

⑻�　試験終了後の入室

　試験が終了しても，回収答案の整理が終わるまで試験室への入室は禁止します。

　５．試験中の不正行為

　試験中，不正な行為が確認された場合，当該授業科目の試験日を含め，以後の受験を停止したうえ，これを

学内に公示します。

　不正行為をした者の当該授業科目は０点となります。

　６．試験の結果について

　成績表を送付しますので，評価など確認ください。
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Ⅷ　単位の修得および学業成績

１�．授業科目の授業を受け，かつ試験もしくはそのほかの方法による学習効果の判定において合格したものは，

その授業科目の課程を修了したものと認められ，所定の単位が与えられます。

２．学業成績は，100点満点とし，60点以上を合格，60点未満を不合格とします。

３．成績の評語は，90点以上を秀，80点以上を優，70点以上を良，60点以上を可とし，60点未満を不可とします。

　※幼児教育学科指定「実習受講のための基準科目」については，１年次生も再試受験資格があります。

４．再試験による成績は，最高60点までとします。

５．合格点を得た授業科目を再度受験することはできません。

６�．成績表は前期末及び後期末に保証人あてに送付します。また，学生本人には４月の履修指導時に配付しま

す。

GPA（Grade Point Average）制度について

　本学では，GPA制度を平成26年度から導入します。GPAとは，授業ごとの成績評価（秀，優，良，可，不可）

に対応する点数（GP：Grade Point）を付与して，１単位あたりの平均値を算出し一定水準に到達しているかどう

かを評価する制度のことです。

◎　Grade Point（GP）は，以下の通りです。

　（2013年度以後入学生）

　（注�）当該年度卒業見込者に限り不可科目について，また幼児教育学科１年次生で，「実習受講のための基

準科目」については，一定条件のもと再試験が実施されますが，E判定で不可になった場合は，再試験

の受験資格がありません。

成績
（評点）

評語
（成績証明書）

評語
（成績表） GP 判定 定　　　　　義

90〜100 秀 S 4 合　格 学修到達目標を大きく超える優秀な成果を
あげている

80〜89 優 A 3 合　格 学修到達目標を充分に達成している。

70〜79 良 B 2 合　格 学修到達目標を概ね達成している。

60〜69 可 C 1 合　格 学修到達目標を最低限達成している。

0〜59

― D 0 不合格
学修到達目標を達成していない。
再試験受験資格
（当該年度卒業見込者のみ※）：有

― E 0 不合格
学修到達目標を達成していない。
再試験受験資格
（当該年度卒業見込者のみ※）：無

G P A 制 度 に よ る 成 績 評 価
成　　績
（評点）

評　　語
（成績証明書）

標　　語
（成績表） G　　P 判　　定

  90〜100点 秀 S ４

合　格
  80〜  89点 優 A ３

  70〜  79点 良 B ２

  60〜  69点 可 C １

　0〜  59点 − D・E ０ 不合格
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◎　GPAの算出方法

　　　　　　　卒業要件に含まれない科目は，GPA対象科目ではありません。

◎　GPAの利用法

　GPAは，成績証明書や成績表には記載されず，別途配付する予定です。

　GPAは学習状況の把握ができます。例えば，GPAが２以下の場合は，それぞれの科目で期待されている達

成度よりも低い状態が多いことを示しており，奮起が必要です。また，前の学期よりもGPAが下がっていれば，

学習上に何らかの問題があると思われます。このように，学期毎のGPA値を見ながら，自主的かつ意欲的な履

修計画に利用できます。

　GPAは，教員による修学指導に活用する他，奨学金，表彰等の対象者の選考に利用されることがあります。

　前期集中講義，一部の前期科目は後期に成績確定となるため，GPAは後期に算入されます。

　各年度末に累積GPAが1.00未満の者には，学科教員が面談を行って学生の状況や修学意欲等を確認し，必要

な修学指導を行います。その際，卒業の見込みがないと判断した場合には，学科で審議したうえで退学を勧告

することがあります。ただし，入学初年度の学生については退学の勧告は行いません。

◎　履修中止制度

　一定期間受講し，「履修の負担が過度で心身の健康が損なわれかねない」「学生生活を営む上で支障を来す」

等のやむを得ない理由により，履修中止が認められることがあります。ただし，必修科目，集中講義科目や各

学科で指定した科目は，履修中止の対象とはなりません。

　履修中止の申請期間は，授業開始２週目終了前後の１週間を予定しています。

　履修中止の申請を希望する学生は，教務課で「履修中止申請書」の用紙を受け取り，必要事項を記入した上

で指示された期間内に必ず担任に提出してください。（担任・学科の教務委員による協議を経て，履修中止が

認められた科目に限り中止することができます。なお，他の教科への変更，追加はできません）その場合テキ

ストの返品は認められません。履修中止とした科目はGPA算出の対象となりません。また，履修中止した科

目の単位数は，履修登録上限単位数に含まれるので，計画的な履修を心がけてください。 

＊�履修中止申請が認められた後，履修中止の取り止めはできませんので，卒業・資格取得等の単位が不足しな

いよう，履修要覧等を確認のうえ申請してください。 

 

履修中止ができる科目（卒業要件科目）

・幼児教育学科 

　教養科目（必修科目を除く） 

　専門教育科目（必修科目，保育士必修科目を除く）

 

・生活実践科学科 

　教養科目 

　専門教育科目（必修科目を除く） 

　＊各種資格科目のうち，卒業要件科目ではない科目は中止できません

GPA=
（履修登録科目で得たGP×その科目の単位数）の合計

履修登録科目の単位数の合計
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◎　成績評価への異議申立について
⑴　申立事由
　学生は次のいずれかに該当する場合に，成績の異議申立を行うことができる。
　　①　成績の誤記入等，明らかに担当教員の誤りであると思われるもの
　　②　�シラバスまたは担当教員の説明等により周知している成績評価の方法から明らかに逸脱している

と思われるもの
　　③　その他異議申立を行うにあたり合理的または客観的な根拠があると思われるもの
　　　　根拠を示さずに，その評価になった理由のみを尋ねたり成績の再考を求めたりするものは受付できない。
⑵　申立手続き
　「成績評価についての異議申立書」に必要事項を記入し，R館１階教務課（総合受付）に提出すること。
⑶　申立期間等
　・�成績の開示日から起算して７日間（休業日等受付休止日を除く）を申立期間とする。具体的な日付等は
各成績の開示ごとに掲示等で告知する。

　・�担当教員は教務課を通して速やかに書面で回答する。申立者は回答書を交付する旨の通知を受けた日か
ら起算して３日以内（休業日等を除く）に教務課で回答書を受領すること。

　・�回答を受けてさらに異議申立をする場合は，回答書受領日から３日以内（休業日等を除く）にR館１階
教務課（総合受付）に新たに異議申立書を提出すること。この場合は教務委員会で対応を協議する。

　・いずれの場合も期限を過ぎての申立には原則として応じられない。

Ⅸ　単位互換

　本学では就実大学と単位互換協定を結んでいます。これらの科目の単位を履修した場合，卒業要件に含めるこ

とができます。

履 修 説 明 会：学科の履修説明時に行います。

履修申込期間：  （前期）４月上旬（オリエンテーション期間中）

　　　　　　　（後期）９月下旬（後期追加削除登録期間中）

申　 込 　先：教務課

単 位 互 換 科 目 一 覧
※都合により変更になる場合があるため，詳細は教務課に問い合わせること。

総合教養教育科目

表現文化学科専門教育科目

※原則として就実大学人文科学部表現文化学科に編入学を目指す学生を対象とする。

※日本文学入門１・２	 ※日本語表現入門１・２	 ※表現創造入門１・２	

古典文学史（2年次生対象）	 近現代文学史（2年次生対象）	 日本語史（2年次生対象）	

経済学概論	 情報と社会	 漢詩文の表現と心	 漢詩文の表現と思想

日本文化論１・２	 現代の哲学と思想	 人類学の世界と歴史	 アジアの民族誌

現代の倫理	 現代教育の諸問題
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実践英語学科専門教育科目

� ※原則として就実大学人文科学部実践英語学科に編入学を目指す学生を対象とする。

� ※English Research SkillsⅠ・Ⅱ、English ReadingⅠ・Ⅱはそれぞれセットで履修することが望ましい。

総合歴史学科専門教育科目

教育学部専門教育科目

� ※教育の歴史は，教職履修者に限る。

� ※衛生学は医療秘書履修者に限る。

Ⅹ　海外研修制度
　短期海外研修制度

　本学が企画する海外語学研修に参加し，研修修了証および所定の書類を提出すると，「国際交流」１単位が認

定されます。

　研修先および期間については，掲示，HP，募集要項等をよく確認してください。（国際情勢に応じて変更する

ことがあります）

研 修 先：⑴　アイルランド　ダブリンシティ大学　　　　　　　　　　　　（約３週間）

　　　　　⑵　オーストラリア　アデレード大学　　　　　　　　　　　　　（約３週間）

　　　　　⑶　韓国　祥明大学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２週間）

参加資格：①通常の学生生活を送るのに支障のない健康状態であること。

　　　　　②授業出席率は80％以上であること。

研修日程：最新年度の海外研修募集要項を確認してください。

手 続 き：�科目としての履修登録は行わず，「海外研修申込書」を国際交流課に提出してください（研修申込書

類は国際交流課まで）。提出期日については，掲示，HP，募集要項等をよく確認してください。

単位認定：�短期海外研修終了後，「研修報告書」（国際交流課の定める書式）を提出の上，科目の履修登録及び単

位認定がなされます。ただし，卒業予定者の２年生で後期の海外研修参加の場合，単位認定はできま

せん。

　　　　�「国際交流」１単位は履修登録上，幼児教育の上限50単位，生活実践科学上限48単位（諸課程に関す

る科目の単位は除く）に含みません。

※教育の歴史（2年次生対象）	 ※衛生学

日本史入門１・２	 ヨーロッパ・アメリカ史入門１・２	 アジア史入門１・２	 歴史遺産入門１・２

歴史人物の生と時代２	 地域史特殊研究２	 吉備地方文化特論１～４	 考古学の基礎

考古学の現在	 古文書学の基礎	 古文書解読	 哲学の世界と歴史

日本人の思想	 ヨーロッパ人の思想	 アジア人の思想	 日本美術史

西洋美術史	 東洋美術史	 死生観の歴史

英語文化文学研究入門Ⅰ・Ⅱ　　　　　通訳演習入門　　　　　翻訳演習入門　　　　　※英文法Ⅰ・Ⅱ

※English Research SkillsⅠ・Ⅱ　　　　　※Extensive ReadingⅠ（2年次生対象）

※Extensive ReadingⅡ（2年次生対象）　　　　　※English ReadingⅠ・Ⅱ
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Ⅺ　科目ナンバリングとは

　「授業科目に適切な番号を付し分類することで，学修の段階や順序等を表し，教育課程の体系性を明示する仕

組み」であり，授業科目の分類 の意味を持ちます。履修計画を立てる際に，科目ナンバーを参照することで教

育課程全体の中の授業科目の位置づけや分類を把握し，適切な科目を選択することができるようになります。科

目ナンバリングは，シラバスに掲載します。時間割にある「コード」とは異なるため注意してください。 

＊ナンバリングが付記された授業科目一覧は，WebClassの「学生さんへのお知らせコース」から確認してくだ

さい。

〇科目ナンバリングの構造

Ｊ２０ ＬＡ 01 5

主催・分野区分コード
（アルファベット１桁+数字２桁）

分野・科目群区分コード
（アルファベット２桁）

科目コード
（数字２桁）

レベル（グレード）コード
（数字１桁）

J20 短大共通科目 LA 教養科目 01～99 ０（入学前に身に付ける）

J27 幼児教育学科専門教育科目 DE 保育者の役割と倫理観 １（基礎・入門・導入的）

CS 子ども理解と支援 ２（発展的・応用的）

TM 保育内容の指導法 ３（実践的・専門的に高度な内容）

CP 主体的な保育・教育実践 ９（レベル分けに適さない科目）

J28 生活実践科学科専門科目 IL 基礎科目

SD 基礎科目（初年次）

SL 基礎科目（ゼミ）

LS 生活関連科目

BE 事務・情報科目

PT 実習科目

L20 資格科目 NS 介護職員

LI 司書

MS 医療秘書

BS 上級秘書士

BM メディカル秘書

BI 情報処理士

BP プレゼンテーション実務士
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Ⅰ　幼児教育学科授業科目および履修方法

１　授 業 科 目 表

　①　教　養　科　目（2022～2023年度生）

授　　業　　科　　目
単
位
数

開　講　期
授業形態 履 修 上 の 注 意

１年・２年

教　
　
　
　
　
　
　
　
　

養　
　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

哲 学 2 前　期 講　　義

倫 理 学 2 前　期 講　　義

歴 史 2 前　期 講　　義

美 術 2 後　期 講　　義

音 楽 2 後　期 講　　義

文 学 2 前　期 講　　義

心 理 学 2 前期・後期 講　　義

人 文 地 理 2 前期・後期 講　　義

社 会 学 2 後　期 講　　義

法 学 2 前　期 講　　義

日 本 国 憲 法 2 前　期 講　　義 ※必修

人 権 教 育 2 後　期 講　　義 ※必修

数 学 2 前　期 講　　義

化 学 2 前　期 講　　義

生 物 学 2 後　期 講　　義

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 論 2 後　期 講　　義

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 1 後　期 実　　習

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 1 後　期 実　　習

ボ ラ ン テ ィ ア 入 門 2 前　期 講　　義

日 本 事 情 Ⅰ 2 前　期 講　　義
　外国人留学生・帰国子女のみ

日 本 事 情 Ⅱ 2 後　期 講　　義

体　育　Ⅰ（講義及び実技） 1 前　期 講義・実技 ※必修

体　育　Ⅱ（講義及び実技） 1 後　期 講義・実技 ※必修

英 語 Ⅰ 1 前　期 演　　習

英 語 Ⅱ 1 後　期 演　　習

英 語 Ⅲ 1 前　期 演　　習

英 語 Ⅳ 1 後　期 演　　習

中 国 語 Ⅰ 1 前　期 演　　習 　この中から２単位選択必修

中 国 語 Ⅱ 1 後　期 演　　習

日 本 語 Ⅰ 1 前　期 演　　習
　   外国人留学生・帰国子女のみ

日 本 語 Ⅱ 1 後　期 演　　習

国 際 交 流 Ⅰ 1 集　中 実　　習

国 際 交 流 Ⅱ 1 集　中 実　　習

情 報 処 理 論 2 前　期 講　　義 ※必修

数理・データサイエンス基礎 1 前　期 講　　義

情 報 リ テ ラ シ ー 1 前　期 講　　義
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　②　専門教育科目（2023年度生）

　　 ◎は実習受講のための基準科目

授　　業　　科　　目
単
位
数

開　講　期
授業形態 備　　　　　考

１　年 ２　年

必　
　
　
　
　

修　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

幼 児 と 健 康 2 前　期 演　　習 ◎

幼 児 と 環 境 2 後　期 演　　習 ◎

幼 児 と 音 楽 Ⅰ 1 後　期 演　　習 ◎

幼 児 と 音 楽 Ⅳ 1 前　期 演　　習 ◎

子 ど も と 造 形 Ⅰ 1 前　期 演　　習

子 ど も と 造 形 Ⅱ 1 後　期 演　　習

幼 児 と 表 現 運 動 1 後　期 演　　習 ◎

保 育 内 容 総 論 1 前　期 演　　習

保　

育　

内　

容

「健　　康」�の 指 導 法 1 前　期 演　　習

「人間関係」�の 指 導 法 1 後　期 演　　習

「言　　葉」�の 指 導 法 1 後　期 演　　習 ◎

「表　　現」�の指導法Ⅰ 1 後　期 演　　習

「表　　現」�の指導法Ⅱ 1 前　期 演　　習 ◎

「表　　現」�の指導法Ⅲ 1 前　期 演　　習 ◎

教 育 原 理 2 前　期 講　　義 ◎

保 育 者 論 2 後　期 講　　義

教 育 行 政 論 2 前　期 講　　義

教 育 心 理 学 2 前　期 講　　義

特別支援教育（障害児保育を含む） 1 前　期 演　　習

教 育 課 程 論 2 前　期 講　　義

教 育 方 法 論 2 後　期 講　　義 ◎

教育相談（幼児理解の理論及び方法を含む） 2 前　期 講　　義

教 育 実 践 基 礎 演 習 1 前　期 演　　習

教 育 実 習
実 習 指 導

5
後　期 通　年 演　　習

実 習 後　期 実　　習

保育・教職実践演習(幼稚園） 2 後　期 演　　習

選　
　
　

択　
　
　

科　
　
　

目

子 ど も 家 庭 福 祉 2 前　期 講　　義 保育士必修

社 会 福 祉 2 後　期 講　　義 保育士必修� ◎

子 ど も 家 庭 支 援 論 2 後　期 講　　義 保育士必修

保 育 原 理 Ⅰ 2 後　期 講　　義 保育士必修� ◎

子 ど も の 保 健 Ⅰ 2 前　期 講　　義 保育士必修� ◎

子 ど も の 健 康 と 安 全 1 後　期 演　　習 保育士必修

社 会 的 養 護 Ⅰ 2 前　期 講　　義 保育士必修� ◎

保 育 の 心 理 学 2 前　期 講　　義 保育士必修� ◎

子 ど も の 食 と 栄 養 Ⅰ 1 前　期 演　　習 保育士必修� ◎

子 ど も の 食 と 栄 養 Ⅱ 1 後　期 演　　習 保育士必修� ◎

子ども家庭支援の心理学 2 後　期 講　　義 保育士必修� ◎

乳 児 保 育 Ⅰ 2 前　期 講　　義 保育士必修� ◎



幼児教育学科

幼
児
教
育
学
科

− 31 −

　　 ◎は実習受講のための基準科目

　　 ☆履修登録単位の上限（50単位）に含まない

授　　業　　科　　目
単
位
数

開　講　期
授業形態 履 修 上 の 注 意

１　年 ２　年

選　
　
　
　
　

択　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

乳 児 保 育 Ⅱ 1 後　期 演　　習 保育士必修� ◎

障 害 児 保 育 1 後　期 演　　習 保育士必修

社 会 的 養 護 Ⅱ 1 後　期 演　　習 保育士必修� ◎

子 育 て 支 援 1 後　期 演　　習 保育士必修

子 ど も の 理 解 と 援 助 1 後　期 演　　習 保育士必修

施 設 実 習 Ⅰ 2 後　期 実　　習 保育士必修� ☆

保 育 所 実 習 Ⅰ 2 後　期 実　　習 保育士必修� ☆

保 育 実 習 指 導 Ⅰ 2 通　年 演　　習 保育士必修� ◎

保 育 所 実 習 Ⅱ 2 後　期 実　　習 � ☆
　２科目中１科目保育士必修
� ☆施 設 実 習 Ⅱ 2 後　期 実　　習

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 1 通　年 演　　習 保育士必修

保 育 原 理 Ⅱ 2 前　期 講　　義

子 ど も の 保 健 Ⅱ 2 後　期 講　　義

臨 床 心 理 学 2 後　期 演　　習

児 童 文 化 2 後　期 講　　義

幼 児 と 音 楽 Ⅱ 1 前　期 演　　習 保育士必修� ◎

幼 児 と 音 楽 Ⅲ 1 前　期 演　　習 保育士必修 

幼 児 と 音 楽 Ⅴ 1 前　期 演　　習

幼 児 と 音 楽 Ⅵ 1 後　期 演　　習 保育士必修 � ◎

幼 児 と 音 楽 Ⅶ 1 後　期 演　　習 保育士必修

幼 児 と 言 葉 2 前　期 演　　習

初 年 次 教 育 通　年 演　　習
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　②　専門教育科目（2022年度生）

　　 ◎は実習受講のための基準科目

授　　業　　科　　目
単
位
数

開　講　期
授業形態 履 修 上 の 注 意

１　年 ２　年

必　
　
　
　
　

修　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

音　　　楽Ⅰ（声　　　　楽） 1 後　期 演　　習 ◎

音　　　楽Ⅱ（器　　　　楽） 1 前　期 演　　習 ◎

音　　　楽Ⅲ（器　　　　楽） 1 前　期 演　　習

音　　　楽Ⅳ（アンサンブル） 1 前　期 演　　習 ◎

図 画 工 作 Ⅰ 1 前　期 演　　習

図 画 工 作 Ⅱ 1 後　期 演　　習

幼 児 体 育 Ⅰ 1 前　期 演　　習

幼 児 体 育 Ⅱ 1 後　期 演　　習

保 育 内 容 総 論 1 前　期 演　　習

保　

育　

内　

容

健 康 1 前　期 演　　習 ◎

人 間 関 係 1 後　期 演　　習

言 葉 1 後　期 演　　習 ◎

表 現 Ⅰ 1 後　期 演　　習 ◎

表 現 Ⅱ 1 前　期 演　　習 ◎

表 現 Ⅲ 1 前　期 演　　習 ◎

教 育 原 理 2 前　期 講　　義 ◎

保     育     者     論 2 後　期 講　　義

教 育 行 政 論 2 前　期 講　　義

教 育 心 理 学 2 前　期 講　　義

特別支援教育（障害児保育を含む） 1 前　期 演　　習

教 育 課 程 論 2 前　期 講　　義

教 育 方 法 論 2 後　期 講　　義 ◎

教育相談（幼児理解の理論及び方法を含む） 2 前　期 講　　義

教 職 実 践 基 礎 演 習 1 前　期 演　　習

教 育 実 習
（ 幼 稚 園 ）

実 習 指 導
5
後　期 通　年 演　　習

実 習 後　期 実　　習

保育・教職実践演習（幼稚園） 2 後　期 演　　習

選　
　
　

択　
　
　

科　
　
　

目

保 育 内 容 ／ 環 境 1 後　期 演　　習 保育士必修� ◎

子 ど も 家 庭 福 祉 2 前　期 講　　義 保育士必修

社 会 福 祉 2 後　期 講　　義 保育士必修� ◎

子 ど も 家 庭 支 援 論 2 後　期 講　　義 保育士必修

保 育 原 理 Ⅰ 2 後　期 講　　義 保育士必修� ◎

子 ど も の 保 健 Ⅰ 2 前　期 講　　義 保育士必修� ◎

子 ど も の 健 康 と 安 全 1 後　期 演　　習 保育士必修

社 会 的 養 護 Ⅰ 2 前　期 講　　義 保育士必修� ◎

保 育 の 心 理 学 2 前　期 講　　義 保育士必修� ◎

子 ど も の 食 と 栄 養 Ⅰ 1 前　期 演　　習 保育士必修� ◎

子 ど も の 食 と 栄 養 Ⅱ 1 後　期 演　　習 保育士必修� ◎
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　　 ◎は実習受講のための基準科目

　　 ☆履修登録単位の上限（50単位）に含まない

授　　業　　科　　目
単
位
数

開　講　期
授業形態 履 修 上 の 注 意

１　年 ２　年

選　
　
　
　
　

択　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

子ども家庭支援の心理学 2 後　期 講　　義 保育士必修� ◎

乳 児 保 育 Ⅰ 2 前　期 講　　義 保育士必修� ◎

乳 児 保 育 Ⅱ 1 後　期 演　　習 保育士必修� ◎

障 害 児 保 育 1 後　期 演　　習 保育士必修

社 会 的 養 護 Ⅱ 1 後　期 演　　習 保育士必修� ◎

子 育 て 支 援 1 後　期 演　　習 保育士必修

子 ど も の 理 解 と 援 助 1 後　期 演　　習 保育士必修

施 設 実 習 Ⅰ 2 後　期 実　　習 保育士必修� ☆

保 育 所 実 習 Ⅰ 2 後　期 実　　習 保育士必修� ☆

保 育 実 習 指 導 Ⅰ 2 通　年 演　　習 保育士必修� ◎

保 育 所 実 習 Ⅱ 2 後　期 実　　習 � ☆
　２科目中１科目保育士必修
� ☆施 設 実 習 Ⅱ 2 後　期 実　　習

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 1 通　年 演　　習 保育士必修

保 育 原 理 Ⅱ 2 前　期 講　　義

子 ど も の 保 健 Ⅱ 2 後　期 講　　義

臨 床 心 理 学 2 後　期 演　　習

児 童 文 化 2 後　期 講　　義

音　　　楽Ⅴ（声　　　　楽） 1 前　期 演　　習

音　　　楽Ⅵ（器　　　　楽） 1 後　期 演　　習

音　　　楽Ⅶ（器　　　　楽） 1 後　期 演　　習

幼 児 と 国 語 2 前　期 講　　義

初 年 次 教 育 通　年 演　　習
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２　履修上の注意

⑴　２年次履修科目を加えて卒業要件に達しない場合は，修業年限では卒業できません。

⑵　年間取得標準単位数

　�　１年次　46単位（幼稚園免許状取得のための教養科目10単位，学科の指定する実習受講のための基準科目36

単位），２年次　26単位，合計72単位。

⑶　学期ごとに，出席状況，単位取得状況，GPAなどを学科会議で確認し，次の履修指導をおこないます。

⑷　教養科目

　卒業するためには，計10単位以上修得する必要があります。

　なお，日本国憲法・人権教育・体育Ⅰ・Ⅱ（講義及び実技）・英語ⅠおよびⅡ・情報処理論は必ず修得して

ください。

⑸　専門教育科目

　卒業するためには，52単位修得する必要があります。なお，幼稚園教諭二種免許状取得に要する単位もすべ

て卒業要件単位の中に含まれています。

　ただし，保育士資格を取得しようとするものは，さらに，保育士必修科目と通知別表による教科目の中から

９単位以上を修得する必要があります。

　（Ｐ.46〜の保育士資格取得要項を参照してください。）

⑹　クラス指定のある授業科目は，その指定された時間に履修してください。

⑺�　無断欠席しないこと。やむを得ず欠席する場合は必ず事前に科目担当者又は教務課に届け出てください。

⑻　提出物（事務的書類，レポートなど）の期限を厳守しましょう。

⑼�　１年次に初年次教育を開講しています。初年次教育では，自分の考えを深め，まとめあげ，文章として表現

する力を伸ばします。学内外の様々な有識者による講演やワークショップ等を企画しています。具体的な内容

や日程，課題については，掲示によって通知します。初年次教育では，毎回レポート提出を課しており，この

レポートは，２年次の進路指導等の基礎資料となります。必ず参加するようにしてください。

⑽�　各年次での履修登録単位数は，前期・後期を通じて，最高50単位（保育所実習Ⅰ・Ⅱ，施設実習Ⅰ・Ⅱの単

位数は含めない），を超えることは認められません。

⑾�　前期・後期を通じて，50単位（１年間に履修登録できる単位数の最高限度）を超えない範囲で後期追加登録

をすることができます。なお，後期追加登録時に，後期科目の削除も認められます。
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科
目

群
幼

児
教

育
学

科
 専

門
科

目
群

保
育

者
の

役
割

と
倫

理
観

子
ど

も
理

解
と

支
援

保
育

内
容

の
指

導
法

主
体

的
な

保
育

・
教

育
実

践

２ 　 　 　 年 　 　 　 次

保
育

者
論

保
育

原
理

Ⅱ
教

育
行

政
論

教
育

課
程

論

臨
床

心
理

学
子

育
て

支
援

障
害

児
保

育
子

ど
も

の
健

康
と

安
全

子
ど

も
家

庭
支

援
論

子
ど

も
の

理
解

と
援

助

子
ど

も
の

保
健

Ⅱ
子

ど
も

家
庭

福
祉

特
別

支
援

教
育

（
障

害
児

保
育

を
含

む
）

教
育

相
談

（
幼

児
理

解
の

理
論

お
よ

び
方

法
を

含
む

）
教

育
心

理
学

幼
児

と
音

楽
Ⅶ

（
器

楽
）

保
育

内
容

「
表

現
」

の
指

導
法

Ⅰ
子

ど
も

と
造

形
Ⅱ

保
育

内
容

「
人

間
関

係
」

の
指

導
法

幼
児

と
音

楽
Ⅴ

（
声

楽
）

幼
児

と
音

楽
Ⅲ

（
器

楽
）

保
育

内
容

「
健

康
」

の
指

導
法

子
ど

も
と

造
形

Ⅰ
保

育
内

容
総

論

保
育

・
教

育
実

践
演

習
保

育
実

習
指

導
Ⅱ

（
事

後
指

導
）

教
育

実
習

（
事

後
指

導
）

保
育

所
実

習
Ⅱ

＊

施
設

実
習

Ⅱ
＊

保
育

所
実

習
Ⅰ

施
設

実
習

Ⅰ
教

育
実

習
（

実
習

）

保
育

実
習

指
導

Ⅱ
（

事
前

指
導

）
教

職
実

践
基

礎
演

習
教

育
実

習
（

事
前

指
導

）

１ 　 　 　 年 　 　 　 次

保
育

原
理

Ⅰ

教
育

原
理

児
童

文
化

社
会

的
養

護
Ⅱ

社
会

福
祉

乳
児

保
育

Ⅱ
子

ど
も

の
食

と
栄

養
Ⅱ

子
ど

も
の

保
健

Ⅰ

子
ど

も
家

庭
支

援
の

心
理

学
社

会
的

養
護

Ⅰ
乳

児
保

育
Ⅰ

子
ど

も
の

食
と

栄
養

Ⅰ
保

育
の

心
理

学

幼
児

と
音

楽
Ⅵ

（
器

楽
）

教
育

方
法

論
幼

児
と

音
楽

Ⅰ
（

声
楽

）
幼

児
と

表
現

運
動

保
育

内
容

「
言

葉
」

の
指

導
法

幼
児

と
環

境

幼
児

と
言

葉
幼

児
と

音
楽

Ⅱ
（

器
楽

）
幼

児
と

音
楽

Ⅳ
（

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

）
保

育
内

容
「

表
現

」
の

指
導

法
Ⅲ

保
育

内
容

「
表

現
」

の
指

導
法

Ⅱ
幼

児
と

健
康

教
育

実
習

（
実

習
指

導
）

保
育

実
習

指
導

Ⅰ
（

通
年

）

幼
児
教
育
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

下
線

：
必

修
科

目
，

斜
体

：
保

育
士

必
修

科
目

＊
保

育
所

実
習

Ⅱ
，

施
設

実
習

Ⅱ
は

，
ど

ち
ら

か
を

選
択

（
保

育
士

免
許

状
必

修
）
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Ⅱ　生活実践科学科授業科目および履修方法

１　授 業 科 目 表

　①　教　養　科　目

授　　業　　科　　目
単
位
数

開　講　期
授業形態 履 修 上 の 注 意

１年・２年

教　
　
　
　
　
　
　
　
　

養　
　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

哲 学 2 前　期 講　　義

倫 理 学 2 前　期 講　　義

歴 史 2 前　期 講　　義

美 術 2 後　期 講　　義

音 楽 2 後　期 講　　義

文 学 2 前　期 講　　義

心 理 学 2 前期・後期 講　　義

人 文 地 理 2 後　期 講　　義

社 会 学 2 後　期 講　　義

法 学 2 前　期 講　　義

日 本 国 憲 法 2 前　期 講　　義

人 権 教 育 2 後　期 講　　義

数 学 2 前　期 講　　義

化 学 2 前　期 講　　義

生 物 学 2 後　期 講　　義

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 論 2 後　期 講　　義

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 1 後　期 実　　習

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 1 後　期 実　　習

ボ ラ ン テ ィ ア 入 門 2 前　期 講　　義

日 本 事 情 Ⅰ 2 前　期 講　　義
　外国人留学生・帰国子女のみ

日 本 事 情 Ⅱ 2 後　期 講　　義

体　育　Ⅰ（講義及び実技） 1 前　期 講　　義

体　育　Ⅱ（講義及び実技） 1 後　期 実　　技

英 語 Ⅰ 1 前　期 演　　習

英 語 Ⅱ 1 後　期 演　　習

英 語 Ⅲ 1 前　期 演　　習

英 語 Ⅳ 1 後　期 演　　習
　この中から２単位選択必修

中 国 語 Ⅰ 1 前　期 演　　習

中 国 語 Ⅱ 1 後　期 演　　習

日 本 語 Ⅰ 1 前　期 演　　習
　   外国人留学生・帰国子女のみ

日 本 語 Ⅱ 1 後　期 演　　習

国 際 交 流 Ⅰ 1 集　中 実　　習

国 際 交 流 Ⅱ 1 集　中 実　　習
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　②　専 門 教 育 科 目

授　　業　　科　　目
単
位
数

開　講　期
授業形態 履 修 上 の 注 意

１　年 ２　年

必　
　
　
　

修　
　
　
　

科　
　
　
　

目

生活実践論Ⅰ�（家 庭 経 営） 2 後　期 講　　義

生活実践論Ⅱ�（衣）（衣料学を含む） 2 後　期 講　　義

生活実践論Ⅲ�（食）（食品学を含む） 2 前　期 講　　義

生活実践論Ⅳ�（住　　　居） 2 前　期 講　　義

生活実践論Ⅴ�（環　　　境） 2 後　期 講　　義

生活実践論Ⅵ�（経　　　済） 2 前　期 講　　義

生活実践論Ⅶ�（情　 報）Ａ
（数理・データサイエンス基礎） 1 前　期 講　　義

生活実践論Ⅶ�（情　 報）Ｂ
（情 報 リ テ ラ シ ー） 1 前　期 講　　義

生活実践論Ⅷ�（ことばと生活） 2 前　期 講　　義

教 養 対 話 演 習 Ⅰ 1 前　期 演　　習

教 養 対 話 演 習 Ⅱ 1 後　期 演　　習

生 活 実 践 科 学 演 習 Ⅰ 1 前　期 演　　習

生 活 実 践 科 学 演 習 Ⅱ 1 後　期 演　　習

選　
　
　
　
　
　

択　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　

目

家 族 関 係 学 2 後　期 講　　義

被 服 整 理 ・ 衛 生 学 2 前　期 講　　義

生 活 美 学 2 前　期 講　　義

ファッションデザイン概論 2 前　期 講　　義

栄 養 学 2 後　期 講　　義

食 品 衛 生 学 2 前　期 講　　義

食 の 文 化 論 2 後　期 講　　義

調 理 学 2 前　期 講　　義

健 康 管 理 学 2 前　期 講　　義

保 育 学 2 前　期 講　　義

家 庭 看 護 学 2 前　期 講　　義

社 会 心 理 学 2 後　期 講　　義

家 族 心 理 学 2 前　期 講　　義

日 本 語 表 現 法 2 後　期 講　　義
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授　　業　　科　　目
単
位
数

開　講　期
授業形態 履 修 上 の 注 意

１　年 ２　年

選　
　
　
　
　
　

択　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　

目

日 本 語 表 現 法 演 習 Ⅰ 1 前　期 演　　習

日 本 語 表 現 法 演 習 Ⅱ 1 前　期 演　　習

文 書 表 現 Ⅰ 2 後　期 講　　義

文 書 表 現 Ⅱ 2 後　期 講　　義

事 務 管 理 2 後　期 講　　義

生 活 簿 記 ・ 会 計 論 2 後　期 講　　義

情 報 処 理 Ⅰ 1 前　期 演　　習

情 報 処 理 Ⅱ 1 後　期 演　　習

生 活 情 報 演 習 Ⅰ 1 前　期 演　　習

生 活 情 報 演 習 Ⅱ 1 後　期 演　　習

ファッションデザイン実習Ⅰ 2 前　期 実　　習

ファッションデザイン実習Ⅱ 2 後　期 実　　習

調 理 実 習 Ⅰ 2 前　期 実　　習

調 理 実 習 Ⅱ 2 後　期 実　　習

調 理 実 習 Ⅲ 2 前　期 実　　習

調 理 実 習 Ⅳ 2 後　期 実　　習

工 芸 実 習 Ⅰ 2 前　期 実　　習

工 芸 実 習 Ⅱ 2 後　期 実　　習

選
択
科
目

特 別 講 義 Ⅰ 後　期 講　　義

特 別 講 義 Ⅱ 後期集中 講　　義
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２　履修上の注意　

　　　卒業要件単位

⑴　２年次履修科目を加えて卒業要件に達しない場合は，修業年限では卒業できません。

⑵　年間取得標準単位数

　　１年次：34単位（前期17単位，後期17単位）２年次：32単位（前期16単位，後期16単位）

　　（ただし，時間割の都合によっては標準単位数が前期・後期で多少前後することがあります）

⑶　学期ごとに，出席状況，単位取得状況，GPAなどを学科会議で確認し，次の履修指導を行います。

⑷　１年次は，合計34単位（教養科目および専門教育科目の必修科目14単位を含む）程度履修してください。

　ただし，心理学，人文地理などの科目は複数で開講されていますが，同じ科目を複数履修することはできま

せん。

⑸�　２年次は，単位が不認定になる場合もあることを考え，１年次修得単位と合わせて合計66単位以上履修し

てください。

⑹　就実大学の単位互換科目の中から10単位の範囲内で卒業要件単位として算入することができます。

⑺�　１・２年次に開講されている実験・実習・演習科目は，できるだけ履修してください。ファッションデザイ

ン実習Ⅱ，調理実習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳを履修する場合は，ファッションデザイン実習Ⅰ，調理実習Ⅰを履修している

ことが望ましいです。

⑻�　希望者は各々所定の単位を別に修得すれば，図書館司書資格，医療秘書資格，上級秘書士資格，上級秘書士

（メディカル秘書）資格，情報処理士資格，プレゼンテーション実務士資格，介護職員初任者研修修了資格な

どを取得することができます。

　ただし，資格に関する単位は卒業要件単位には算入できません。

⑼�　クラス指定のある科目は，指定通りに履修してください。

　ただし，資格課程希望者は，時間割上その資格取得に必要な科目が，専門教育科目と重なる場合は，クラス

指定をはずして受講できるので申し出てください。

⑽�　上級秘書士に関する科目の１年次に開講されているビジネス情報演習Ⅰ・Ⅱはパソコンを中心とした授業な

のでできるだけ履修してください。

⑾�　就職希望者のために，特別講義Ⅰ（１年次後期）と，特別講義Ⅱ（１年次後期集中）が開講されます。

　この，「特別講義Ⅰ」は，就職登録や就職に関連した講座が組まれています。就職希望者は必ず履修して 

ください。

　また「特別講義Ⅱ」では，就職試験対策として，コミュニケーション能力向上のための講座を短期間で集中

的に行います。

⑿�　各年次での履修登録単位数は，前期・後期を通じて，最高48単位（資格課程のみの科目の単位数は含めな

い）を超えることは認められません。

⒀�　前期・後期を通じて，48単位（１年間に履修登録できる単位数の最高限度）を超えない範囲で後期追加登録

をすることができます。なお，後期追加登録時に，後期科目の削除も認められます。

教 養 科 目
必修 （外国語）２単位 １・２年次

10単位以上
（単位互換
科目を含む）

選択 ８単位 １・２年次

専門教育科目
必修 （12科目）20単位

１年次14単位

２年次６単位

選択 22単位 １・２年次

合　　　　　計 62　単　位　以　上
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科
目
群

生
活
実
践
科
学
科
目
群

基
礎
科
目

事
務
科
目

情
報
科
目

生
活
関
連
科
目

実
習
科
目

二

　 　 　
年

　 　 　
次

生
活
実
践
科
学
演
習
Ⅱ

生
活
実
践
科
学
演
習
Ⅰ

生
活
実
践
論
Ⅷ
（
こ
と
ば
と
生
活
）

生
活
実
践
論
Ⅵ
（
経
済
）

生
活
簿
記
・
会
計
論

事
務
管
理

文
書
表
現
Ⅱ

日
本
語
表
現
法
演
習
Ⅱ

生
活
情
報
演
習
Ⅱ

情
報
処
理
Ⅱ

生
活
情
報
演
習
Ⅰ

情
報
処
理
Ⅰ

社
会
心
理
学

食
の
文
化
論

家
庭
関
係
学

家
族
心
理
学

家
庭
看
護
学

保
育
学

健
康
管
理
学

食
品
衛
生
学

生
活
美
学

被
服
整
理
・
衛
生
学

工
芸
実
習
Ⅱ

調
理
実
習
Ⅳ

工
芸
実
習
Ⅰ

調
理
実
習
Ⅲ

一

　 　 　
年

　 　 　
次

教
養
対
話
演
習
Ⅱ

生
活
実
践
論
Ⅴ
（
環
境
）

生
活
実
践
論
Ⅱ
（
衣
）

生
活
実
践
論
Ⅰ
（
家
庭
経
営
）

教
養
対
話
演
習
Ⅰ

生
活
実
践
論
Ⅶ
（
情
報
）

生
活
実
践
論
Ⅳ
（
住
居
）

生
活
実
践
論
Ⅲ
(食
）

文
書
表
現
Ⅰ

日
本
語
表
現
法

日
本
語
表
現
法
演
習
Ⅰ

栄
養
学

調
理
学

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
概
論

調
理
実
習
Ⅱ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅱ

調
理
実
習
Ⅰ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅰ

生
活
実
践
科
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
　
専
門
科
目
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科
目
群

生
活
実
践
科
学
科
目
群

基
礎
科
目

事
務
科
目

情
報
科
目

生
活
関
連
科
目

実
習
科
目

二

　 　 　
年

　 　 　
次

生
活
実
践
科
学
演
習
Ⅱ

生
活
実
践
科
学
演
習
Ⅰ

生
活
実
践
論
Ⅷ
（
こ
と
ば
と
生
活
）

生
活
実
践
論
Ⅵ
（
経
済
）

生
活
簿
記
・
会
計
論

事
務
管
理

文
書
表
現
Ⅱ

日
本
語
表
現
法
演
習
Ⅱ

生
活
情
報
演
習
Ⅱ

情
報
処
理
Ⅱ

生
活
情
報
演
習
Ⅰ

情
報
処
理
Ⅰ

社
会
心
理
学

食
の
文
化
論

家
庭
関
係
学

家
族
心
理
学

家
庭
看
護
学

保
育
学

健
康
管
理
学

食
品
衛
生
学

生
活
美
学

被
服
整
理
・
衛
生
学

工
芸
実
習
Ⅱ

調
理
実
習
Ⅳ

工
芸
実
習
Ⅰ

調
理
実
習
Ⅲ

一

　 　 　
年

　 　 　
次

教
養
対
話
演
習
Ⅱ

生
活
実
践
論
Ⅴ
（
環
境
）

生
活
実
践
論
Ⅱ
（
衣
）

生
活
実
践
論
Ⅰ
（
家
庭
経
営
）

教
養
対
話
演
習
Ⅰ

生
活
実
践
論
Ⅶ
（
情
報
）

生
活
実
践
論
Ⅳ
（
住
居
）

生
活
実
践
論
Ⅲ
(食
）

文
書
表
現
Ⅰ

日
本
語
表
現
法

日
本
語
表
現
法
演
習
Ⅰ

栄
養
学

調
理
学

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
概
論

調
理
実
習
Ⅱ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅱ

調
理
実
習
Ⅰ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅰ

生
活
実
践
科
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
　
専
門
科
目

生活実践科学科　カリキュラムツリー　専門科目

１年次  
生活科学の基礎的知識の学習と実践

　　　  コミュニケーション技術の開拓 ２年次  
生活科学技術の応用と実践

　　　  コミュニケーション能力の向上

１　　　年　　　次 ２　　　年　　　次

専　
　
　

門　
　
　

教　
　
　

育　
　
　

科　
　
　

目

必　

修　

科　

目

生　活　実　践　論　Ⅰ�（家　 庭　 経　 営） 生 活 実 践 論 Ⅵ （ 経 済 ）

生　活　実　践　論　Ⅱ�（衣）（衣料学を含む） 生 活 実 践 論 Ⅷ（ こ と ば と 生 活 ）

生　活　実　践　論　Ⅲ�（食）（食品学を含む） 生 活 実 践 科 学 演 習 Ⅰ

生　活　実　践　論　Ⅳ�（住　　　　　　居） 生 活 実 践 科 学 演 習 Ⅱ

生　活　実　践　論　Ⅴ�（環　　　　　　境）

生　活　実　践　論　Ⅶ�（情　　　　　報）Ａ
（数 理  ・ デ ー タ サ イ エ ン ス 基 礎）

生　活　実　践　論　Ⅶ�（情　　　　　報）Ｂ
（情 報 リ テ ラ シ ー）

教 養 対 話 演 習 Ⅰ

教 養 対 話 演 習 Ⅱ

選　
　
　
　
　

択　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ン 概 論 家 族 関 係 学

栄 養 学 被 服 整 理   ・ 衛 生 学

調 理 学 生 活 美 学

日 本 語 表 現 法 食 品 衛 生 学

日 本 語 表 現 法 演 習 Ⅰ 食 の 文 化 論

文 書 表 現 Ⅰ 健 康 管 理 学

フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ン 実 習 Ⅰ 保 育 学

フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ン 実 習 Ⅱ 家 庭 看 護 学

調 理 実 習 Ⅰ 社 会 心 理 学

調 理 実 習 Ⅱ 家 族 心 理 学

特 別 講 義 Ⅰ （ 就 職 ） 日 本 語 表 現 法 演 習 Ⅱ

特 別 講 義 Ⅱ （ 就 職 ） 文 書 表 現 Ⅱ

事 務 管 理

生 活 簿 記   ・ 会 計 論

情 報 処 理 Ⅰ

情 報 処 理 Ⅱ

生 活 情 報 演 習 Ⅰ

生 活 情 報 演 習 Ⅱ

調 理 実 習 Ⅲ

調 理 実 習 Ⅳ

工 芸 実 習 Ⅰ

工 芸 実 習 Ⅱ
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科
目
群

教
養
科
目
群

初
年
次
・
導
入
・
技
能

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

グ
ロ
ー
バ
ル

英
語

中
国
語
・
日
本
語

履

　 　
修

　 　
年

　 　
次

二

　 　
年

　 　
次 一

　 　
年

　 　
次

♦
日
本
事
情
Ⅱ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅱ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論

♦
日
本
事
情
Ⅰ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

体
育
Ⅱ

体
育
Ⅰ

音
楽
美
術

文
学
歴
史
倫
理
学

哲
学

社
会
学

人
文
地
理

心
理
学

人
権
教
育

法
学
日
本
国
憲
法

生
物
学

*情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

* 数
理・
デー
タサ
イエ
ンス
基礎

*情
報
処
理
論

化
学
数
学

国
際
交
流
Ⅱ

国
際
交
流
Ⅰ

英
語
Ⅳ

英
語
Ⅱ

英
語
Ⅲ

英
語
Ⅰ

♦
日
本
語
Ⅱ

中
国
語
Ⅱ

♦
日
本
語
Ⅰ

中
国
語
Ⅰ

卒
業
要
件
　
10
単
位
以
上
修
得

選
択
必
修
２
単
位

幼
児
教
育
学
科
・
生
活
実
践
科
学
科
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
　
教
養
科
目

*：
幼
児
教
育
学
科
の
み

♦
：
外
国
人
留
学
生
・
帰
国
子
女
の
み
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Ⅰ　教職課程（幼稚園教諭二種免許状）および保育士資格（幼児教育学科）

　教育職員免許状を取得するためには，在学中に卒業に必要な単位と併せて，教育職員免許法および同法施行規則

に定められた単位を修得すれば，卒業と同時に資格を得ることができます。

　なお，教職課程を履修する者は，将来教員の職を志すものでなければなりません。ただ単に免許状の取得だけを

目的としてこの課程を履修すべきではありません。

１．教育職員（幼稚園教諭二種）免許状について

⑴　基礎資格と最低修得単位数（免許法第５条別表第１）

　次表は，教育職員免許状取得のための基礎資格および修得すべき法規上の最低単位数を示したものです。

⑵　免許状の種類および免許教科

２．単位の修得方法について

①　教養科目

　教養科目の日本国憲法２単位，人権教育２単位，体育Ⅰ・Ⅱ（講義及び実技）２単位，外国語２単位，情報

処理論２単位は必ず修得する必要があります。

＜教職履修カルテの作成について＞

　２年次後期の「保育・教職実践演習（幼稚園）※」の履修に向けて，入学から「教職履修カルテ」を作成しなけれ

ばなりません。

　また，指定された時期に提出する必要があり，カルテ未提出者は「保育・教職実践演習（幼稚園）」の履修が認

められません。

　カルテの作成方法・提出時期については，追って説明します。

　※「保育・教職実践演習（幼稚園）」は「教育実習」を履修していない人は，履修できません。

免許状の
種　　類

基礎資格

大学において修得することを必要とする最低単位数

教科及び教職に関する科目

領域及び保育内容の
指導法に関する科目

教育の基礎的理解に
関する科目等＊１  　

大学が独自に設定する
科目＊２  　　　　　　

幼 稚 園
教諭二種

短期大学士の
学位を有する
こと　　　　

12単位 17単位 ２単位

学　　　科 免　　　許　　　状

幼 児 教 育 学 科 幼 稚 園 教 諭 二 種 免 許 状

＊１　�教育の基礎的理解に関する科目等は「教育の基礎的理解に関する科目」，「道徳，総合的な学習の時間等の指導法
及び生徒指導，教育相談等に関する科目」，「教育実践に関する科目」の総称です。

＊２　�「大学が独自に設定する科目」の単位修得は，12単位を超えて修得した「領域及び保育内容の指導法に関する科
目」，17単位を超えて修得した「教育の基礎的理解に関する科目等」の単位を充てて修得とします。
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②　教科および教職に関する科目

　　（2023年度生）

施行規則に定める科目区分等 必要最低
単 位 数 授業科目 授業形態

単　　位　　数
必 選

領域及び保
育内容の指
導法に関す
る科目

領域に関する専門
的事項

健　　康

12

幼 児 と 健 康 演　　習 ２

16単位

環　　境 幼 児 と 環 境 演　　習 ２
言　　葉 幼 児 と 言 葉 演　　習 ２

表　　現

幼 児 と 音 楽 Ⅰ 演　　習 １
幼 児 と 音 楽 Ⅳ 演　　習 １
幼 児 と 音 楽 Ⅴ 演　　習 １
子 ど も と 造 形 Ⅰ 演　　習 １
子 ど も と 造 形 Ⅱ 演　　習 １
幼 児 と 表 現 運 動 演　　習 １

保育内容の指導法（情報機器
及び教材の活用を含む。）

保 育 内 容 総 論 演　　習 １
保育内容「健康」の指導法 演　　習 １
保育内容「人間関係」の指導法 演　　習 １
保育内容「言葉」の指導法 演　　習 １
保育内容「表現」の指導法Ⅰ 演　　習 １
保育内容「表現」の指導法Ⅱ 演　　習 １
保育内容「表現」の指導法Ⅲ 演　　習 １

教育の基礎
的理解に関
する科目

教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想

６

教 育 原 理 講　　義 ２

11単位

教職の意義及び教員の役割・
職務内容（チーム学校運営へ
の対応を含む）

保 育 者 論 講　　義 ２

教育に関する社会的，制度的
又は経営的事項（学校と地域
との連携及び学校安全への対
応を含む。）

教 育 行 政 論 講　　義 ２

幼児，児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程 教 育 心 理 学 講　　義 ２

特別の支援を必要とする幼児，
児童及び生徒に対する理解

特 別 支 援 教 育
（障害児保育を含む） 演　　習 １

教育課程の意義及び編成の方
法（カリキュラム・マネジメ
ントを含む。）

教 育 課 程 論 講　　義 ２

道徳，総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導，
教育相談等に
関する科目

教育の方法及び技術（情報機
器及び教材の活用を含む。）

４

教 育 方 法 論 講　　義 ２

４単位幼児理解の理論及び方法
教 育 相 談
（幼児理解の理論及び方
法を含む） 　　　　　　

講　　義 ２教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

教育実践に
関する科目

教育実習 ５ 教 育 実 習 実　　習 ５ ５単位
教職実践演習 ２ 保育・教職実践演習（幼稚園） 演　　習 ２ ２単位
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②　教科および教職に関する科目

　　（2022年度生）

免許法施行規則に定める科目区分等 必要最低
単 位 数 本学開設科目名 授業形態

単　　位　　数
必修 選択

領域及び保
育内容の指
導法に関す
る科目

領域に関する専門
的事項

国　　語

12

幼 児 と 国 語 講　　義 2

15単位

音　　楽

音楽Ⅰ（声　　　　楽） 演　　習 1
音楽Ⅱ（器　　　　楽） 演　　習 1
音楽Ⅲ（器　　　　楽） 演　　習 1
音楽Ⅳ（アンサンブル） 演　　習 1
音楽Ⅴ（声　　　　楽） 演　　習 1
音楽Ⅵ（器　　　　楽） 演　　習 1
音楽Ⅶ（器　　　　楽） 演　　習 1

図画工作
図 画 工 作 Ⅰ 演　　習 1
図 画 工 作 Ⅱ 演　　習 1

体　　育
幼 児 体 育 Ⅰ 演　　習 1
幼 児 体 育 Ⅱ 演　　習 1

保育内容の指導法（情報機器
及び教材の活用を含む。）

保 育 内 容 総 論 演　　習 １
保 育 内 容 ／ 健 康 演　　習 １
保育内容／人間関係 演　　習 １
保 育 内 容 ／ 言 葉 演　　習 １
保 育 内 容 ／ 表 現 Ⅰ 演　　習 １
保 育 内 容 ／ 表 現 Ⅱ 演　　習 １
保 育 内 容 ／ 表 現 Ⅲ 演　　習 １

教育の基礎
的理解に関
する科目

教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想

６

教 育 原 理 講　　義 ２

11単位

教職の意義及び教員の役割・
職務内容（チーム学校運営へ
の対応を含む）

保 育 者 論 講　　義 ２

教育に関する社会的，制度的
又は経営的事項（学校と地域
との連携及び学校安全への対
応を含む。）

教 育 行 政 論 講　　義 ２

幼児，児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程 教 育 心 理 学 講　　義 ２

特別の支援を必要とする幼児，
児童及び生徒に対する理解

特 別 支 援 教 育
（障害児保育を含む） 演　　習 １

教育課程の意義及び編成の方
法（カリキュラム・マネジメ
ントを含む。）

教 育 課 程 論 講　　義 ２

道徳，総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導，
教育相談等に
関する科目

教育の方法及び技術（情報機
器及び教材の活用を含む。）

４

教 育 方 法 論 講　　義 ２

４単位幼児理解の理論及び方法
教 育 相 談
（幼児理解の理論及び方
法を含む） 　　　　　　

講　　義 ２教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

教育実践に
関する科目

教育実習 ５ 教 育 実 習 実　　習 ５ ５単位
教職実践演習 ２ 保育・教職実践演習（幼稚園） 演　　習 ２ ２単位
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３．保育士資格取得要項（幼児教育学科）

　幼児教育学科において，保育士資格を取得しようとする者は，児童福祉法施行規則にもとづき本学に定める次

の①教養科目等，②専門教育科目，各々所定の単位を修得する必要があります。

①　教養科目等（2022年度・2023年度生）

告示による教科目 本学開設授業科目

系列 教　科　目 授業形態 単位数 授　業　科　目
最低修得
単 位 数

教　
　
　
　
　
　
　
　
　

養　
　
　
　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

外国語，体育以外
の科目 不　問 ６以上

哲 学

６単位以上

倫 理 学

歴 史

美 術

音 楽

文 学

心 理 学

人 文 地 理

社 会 学

法 学

日 本 国 憲 法

人 権 教 育

数 学

化 学

生 物 学

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 論

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ

ボ ラ ン テ ィ ア 入 門

国 際 交 流

情 報 処 理 論

数理 ・データサイエンス基礎

情 報 リ テ ラ シ ー

外 国 語 演　習 ２以上

英 語 Ⅰ

２単位以上

英 語 Ⅱ

英 語 Ⅲ

英 語 Ⅳ

中 国 語 Ⅰ

中 国 語 Ⅱ

体 育
講　義 １ 体　　育　　Ⅰ（講義及び実技）

２単位以上
実　技 １ 体　　育　　Ⅱ（講義及び実技）

計 10単位以上 計 10単位以上
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②　専門教育科目（2023年度生）

保　　育　　士　　養　　成　　教　　育　　課　　程
告示別表第１による教科目 本　学　開　設　授　業　科　目

系列 教　　科　　目 授業形態
単
位
数

授　業　科　目 授業形態
単
位
数
履修
年次 開講期

履修上の
注　　意

に
関
す
る
科
目　
　

保
育
の
本
質
・
目
的

保 育 原 理 講　　義 2 保 育 原 理 Ⅰ 講　　義 2 1 後 保育士必修
教 育 原 理 講　　義 2 教 育 原 理 講　　義 2 1 前 必 修
子ども家庭福祉 講　　義 2 子 ど も 家 庭 福 祉 講　　義 2 2 前 保育士必修
社 会 福 祉 講　　義 2 社 会 福 祉 講　　義 2 1 後 保育士必修
子ども家庭支援論 講　　義 2 子ども家庭支援論 講　　義 2 2 後 保育士必修
社 会 的 養 護 Ⅰ 講　　義 2 社 会 的 養 護 Ⅰ 講　　義 2 1 前 保育士必修
保 育 者 論 講　　義 2 保 育 者 論 講　　義 2 2 後 必 修

に
関
す
る
科
目　
　

保
育
の
対
象
の
理
解

保 育 の 心 理 学 講　　義 2 保 育 の 心 理 学 講　　義 2 1 後 保育士必修
子ども家庭支援の心理学 講　　義 2 子ども家庭支援の心理学 講　　義 2 1 後 保育士必修
子どもの理解と援助 演　　習 1 子どもの理解と援助 演　　習 1 2 前 保育士必修
子 ど も の 保 健 講　　義 2 子 ど も の 保 健 Ⅰ 講　　義 2 1 前 保育士必修

子どもの食と栄養 演　　習 2
子どもの食と栄養Ⅰ 演　　習 1 1 前 保育士必修
子どもの食と栄養Ⅱ 演　　習 1 1 後 保育士必修

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保育の計画と評価 講　　義 2 教 育 課 程 論 講　　義 2 2 前 必 修
保 育 内 容 総 論 演　　習 1 保 育 内 容 総 論 演　　習 1 2 前 必 修

保 育 内 容 演 習 演　　習 5

保　

育　

内　

容

保育内容「健康」の指導法 演　　習 1 2 前 必 修
保育内容「人間関係」の指導法 演　　習 1 2 後 必 修
幼 児 と 環 境 演　　習 2 1 後 必 修
保育内容「言葉」の指導法 演　　習 1 1 後 必 修
保育内容「表現」の指導法Ⅰ 演　　習 1 2 後 必 修
保育内容「表現」の指導法Ⅱ 演　　習 1 1 前 必 修
保育内容「表現」の指導法Ⅲ 演　　習 1 1 前 必 修

保育内容の理解と

方 法
演　　習 4

幼 児 と 音 楽 Ⅰ 演　　習 1 1 後 必 修
幼 児 と 音 楽 Ⅱ 演　　習 1 1 前 保育士必修
子 ど も と 造 形 Ⅰ 演　　習 1 2 前 必 修
子 ど も と 造 形 Ⅱ 演　　習 1 2 後 必 修
幼 児 と 表 現 運 動 演　　習 1 1 後 必 修

乳 児 保 育 Ⅰ 講　　義 2 乳 児 保 育 Ⅰ 講　　義 2 1 前 保育士必修
乳 児 保 育 Ⅱ 演　　習 1 乳 児 保 育 Ⅱ 演　　習 1 1 後 保育士必修
子どもの健康と安全 演　　習 1 子どもの健康と安全 演　　習 1 2 後 保育士必修

障 害 児 保 育 演　　習 2
特別支援教育（障害児保育を含む） 演　　習 1 2 前 必 修
障 害 児 保 育 演　　習 1 2 後 保育士必修

社 会 的 養 護 Ⅱ 演　　習 1 社 会 的 養 護 Ⅱ 演　　習 1 1 後 保育士必修
子 育 て 支 援　 演　　習 1 子 育 て 支 援 演　　習 1 2 後 保育士必修

保
育
実
習

保 育 実 習 Ⅰ 実　　習 4
保 育 所 実 習 Ⅰ 実　　習 2 2 後 保育士必修
施 設 実 習 Ⅰ 実　　習 2 2 後 保育士必修

保育実習指導Ⅰ 演　　習 2 保 育 実 習 指 導 Ⅰ 演　　習 2 1
前

後
保育士必修

総合演習 保 育 実 践 演 習 演　　習 2 保育・教職実践演習（幼稚園） 演　　習 2 2 後 必 修
計 51単位 計 55単位
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４．幼児教育学科学外実習（保育所実習・幼稚園教育実習・施設実習）受講のための基準

　「保育所実習」「幼稚園教育実習」「施設実習」を履修するためには，原則として次の条件を充足しなければな

りません。

⑴�　将来，保育者になる意志が強いこと。

⑵�　１年次終了までに実習受講のための基準科目を全て修得していること。（P.30〜31参照）

⑶�　２年前期の実習指導の単位の修得が見込まれること。

　　なお幼稚園教育実習は，一日参加実習に出席し，課題を提出していること。

保　　育　　士　　養　　成　　教　　育　　課　　程
告示別表第2による教科目 本　学　開　設　授　業　科　目

系　　　　　　列
単
位
数

授　業　科　目 授業形態
単
位
数
履修
年次 開講期

履修上の
注　　意

保育の本質・目的に関する科目

６
単
位
以
上

保 育 原 理 Ⅱ 講　　義 2 2 前

保育の対象の理解に関する科目
臨 床 心 理 学 演　　習 2 2 後

子 ど も の 保 健 Ⅱ 講　　義 2 1 後

保育の内容・方法に関する科目

児 童 文 化 講　　義 2 1 後

幼 児 と 音 楽 Ⅲ 演　　習 1 2 前 保育士必修

幼 児 と 音 楽 Ⅳ 演　　習 1 1 前 必 修

幼 児 と 音 楽 Ⅴ 演　　習 1 2 前

幼 児 と 音 楽 Ⅵ 演　　習 1 1 後 保育士必修

幼 児 と 音 楽 Ⅶ 演　　習 1 2 後 保育士必修

幼 児 と 言 葉 講　　義 2 1 前

保
育
実
習

保 育 実 習 Ⅱ（実習）
2

保 育 所 実 習 Ⅱ 実　　習 2 2 後 　２科目中
　１科目
　選択必修保 育 実 習 Ⅲ（実習） 施 設 実 習 Ⅱ 実　　習 2 2 後

保育実習指導Ⅱ（演習）
1 保 育 実 習 指 導 Ⅱ 演　　習 1 2

前

後
保育士必修

保育実習指導Ⅲ（演習）

合　　　計 ９単位
以　上 計 ９単位以上
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②　専門教育科目（2022年度生）

保　　育　　士　　養　　成　　教　　育　　課　　程
告示別表第１による教科目 本　学　開　設　授　業　科　目

系列 教　　科　　目 授業形態
単
位
数

授　業　科　目 授業形態
単
位
数
履修
年次 開講期

履修上の
注　　意

に
関
す
る
科
目　
　

保
育
の
本
質
・
目
的

保 育 原 理 講　　義 2 保 育 原 理 Ⅰ 講　　義 2 1 後 保育士必修
教 育 原 理 講　　義 2 教 育 原 理 講　　義 2 1 前 必 修
子ども家庭福祉 講　　義 2 子 ど も 家 庭 福 祉 講　　義 2 2 前 保育士必修
社 会 福 祉 講　　義 2 社 会 福 祉 講　　義 2 1 後 保育士必修
子どもの家庭支援論 講　　義 2 子ども家庭支援論 講　　義 2 2 後 保育士必修
社 会 的 養 護 Ⅰ 講　　義 2 社 会 的 養 護 Ⅰ 講　　義 2 1 前 保育士必修
保 育 者 論 講　　義 2 保 育 者 論 講　　義 2 2 後 必 修

に
関
す
る
科
目　
　

保
育
の
対
象
の
理
解

保 育 の 心 理 学 講　　義 2 保 育 の 心 理 学 講　　義 2 1 後 保育士必修
子ども家庭支援の心理学 講　　義 2 子ども家庭支援の心理学 講　　義 2 1 後 保育士必修
子どもの理解と援助 演　　習 1 子どもの理解と援助 演　　習 1 2 前 保育士必修
子 ど も の 保 健 講　　義 2 子 ど も の 保 健 Ⅰ 講　　義 2 1 前 保育士必修

子どもの食と栄養 演　　習 2
子どもの食と栄養Ⅰ 演　　習 1 1 前 保育士必修
子どもの食と栄養Ⅱ 演　　習 1 1 後 保育士必修

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保育の計画と評価 講　　義 2 教 育 課 程 論 講　　義 2 2 前 必 修
保 育 内 容 総 論 演　　習 1 保 育 内 容 総 論 演　　習 1 2 前 必 修

保 育 内 容 演 習 演　　習 5

保　

育　

内　

容

健 康 演　　習 1 1 前 必 修
人 間 関 係 演　　習 1 2 後 必 修
環 境 演　　習 1 1 後 保育士必修
言 葉 演　　習 1 1 後 必 修
表 現 Ⅰ 演　　習 1 1 後 必 修
表 現 Ⅱ 演　　習 1 1 前 必 修
表 現 Ⅲ 演　　習 1 1 前 必 修

保育内容の理解と方法 演　　習 4

音楽Ⅰ（声　　　楽） 演　　習 1 1 後 必 修
音楽Ⅱ（器　　　楽） 演　　習 1 1 前 必 修
図 画 工 作 Ⅰ 演　　習 1 2 前 必 修
図 画 工 作 Ⅱ 演　　習 1 2 後 必 修
幼 児 体 育 Ⅰ 演　　習 1 2 前 必 修
幼 児 体 育 Ⅱ 演　　習 1 2 後 必 修

乳 児 保 育 Ⅰ 講　　義 2 乳 児 保 育 Ⅰ 講　　義 2 1 前 保育士必修
乳 児 保 育 Ⅱ 演　　習 1 乳 児 保 育 Ⅱ 演　　習 1 1 後 保育士必修
子どもの健康と安全 演　　習 1 子どもの健康と安全 演　　習 1 2 後 保育士必修

障 害 児 保 育 演　　習 2
特別支援教育（障害児保育を含む） 演　　習 1 2 前 必 修
障 害 児 保 育 演　　習 1 2 後 保育士必修

社 会 的 養 護 Ⅱ 演　　習 1 社 会 的 養 護 Ⅱ 演　　習 1 1 後 保育士必修
子 育 て 支 援 演　　習 1 子 育 て 支 援 演　　習 1 2 後 保育士必修

保
育
実
習

保 育 実 習 Ⅰ 実　　習 4
保 育 所 実 習 Ⅰ 実　　習 2 2 後 保育士必修
施 設 実 習 Ⅰ 実　　習 2 2 後 保育士必修

保育実習指導Ⅰ 演　　習 2 保 育 実 習 指 導 Ⅰ 演　　習 2 1 前
後 保育士必修

総合演習 保 育 実 践 演 習 演　　習 2 保育･教職実践演習（幼稚園） 演　　習 2 2 後 必 修
計 51単位 計 55単位
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４．幼児教育学科学外実習（保育所実習・幼稚園教育実習・施設実習）受講のための基準

　「保育所実習」「幼稚園教育実習」「施設実習」を履修するためには，原則として次の条件を充足しなければな

りません。

⑴�　将来，保育者になる意志が強いこと。

⑵�　１年次終了までに実習受講のための基準科目を全て修得していること。（P.32〜33参照）

⑶�　２年前期の実習指導の単位の修得が見込まれること。

　　なお幼稚園教育実習は，一日参加実習に出席し，課題を提出していること。

保　　育　　士　　養　　成　　教　　育　　課　　程
告示別表第2による教科目 本　学　開　設　授　業　科　目

系　　　　　　列
単
位
数

授　業　科　目 授業形態
単
位
数
履修
年次 開講期

履修上の
注　　意

保育の本質・目的に関する科目

６
単
位
以
上

保 育 原 理 Ⅱ 講　　義 2 2 前

保育の対象の理解に関する科目
臨 床 心 理 学 演　　習 2 2 後

子 ど も の 保 健 Ⅱ 講　　義 2 1 後

保育の内容・方法に関する科目

児 童 文 化 講　　義 2 1 後

音楽Ⅲ（器　　　楽） 演　　習 1 2 前 必 修

音楽Ⅳ（アンサンブル） 演　　習 1 1 前 必 修

音楽Ⅴ（声　　　楽） 演　　習 1 2 前

音楽Ⅵ（器　　　楽） 演　　習 1 1 後

音楽Ⅶ（器　　　楽） 演　　習 1 2 後

幼 児 と 国 語 講　　義 2 1 前

保
育
実
習

保 育 実 習 Ⅱ（実習）
2

保 育 所 実 習 Ⅱ 実　　習 2 2 後 　２科目中
　１科目
　選択必修保 育 実 習 Ⅲ（実習） 施 設 実 習 Ⅱ 実　　習 2 2 後

保育実習指導Ⅱ（演習）
1 保 育 実 習 指 導 Ⅱ 演　　習 1 2

前

後
保育士必修

保育実習指導Ⅲ（演習）

合　　　計 ９単位
以　上 計 ９単位以上
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５．実習手続き

幼児教育学科２年次生

幼児教育学科１年次生

６．実習生の心得

①�　実習を希望する幼稚園，保育所については，すでに１年次に申し込んでありますが，いずれも，地域，

実習人数ともに実習先の条件により必ずしも希望通りにはなりません。

　　なお，施設実習については１年次後期（１月上旬）に配当します。

②�　保育・教職支援課は，実習前に各施設に「実習生について」，そのほか書類を送付します。その際，実習

生は，所定の用紙に必要事項を記入し，写真を貼って保育・教職支援課に提出してください。また，麻疹・

風疹・流行性耳下腺炎・水痘の抗体検査が陽性であること，施設実習は「腸内検査」（検便），保育所実習は

「腸内検査」（検便）とぎょう虫検査が必要です。検査の結果が判明しなければ実習を受入れてもらえません

ので，必ず指定された期間内に検査を行ってください。

③�　実習の始まる約２ケ月前には，実習園・施設ごとに選出されたリーダーが実習園・施設と連絡をとり， 

事前打合せの日程を決めます。事前訪問は，必ず全員揃って行い，実習に必要な準備や事前学習内容，携行品，

実習上の諸注意などについて指導を受けておいてください。

④　実習中に学科教員が分担して実習園・施設を訪れ，実習生の相談や指導にあたります。

摘　　要
期　　　　　　　　日

保育所実習 幼稚園教育実習 施設実習

実 習 登 録
実 習 用 写 真 撮 影
書 類 の 配 付
実 習 園 の 決 定

実 習 説 明 会
（実習担当者・園長）
事 前 訪 問
腸 内 検 査（検便）
実 習 期 間

４月オリエンテーション時
４月　下旬（各自）
４月　
４月　

４月　下旬

６月　
６月　中旬
保育実習Ⅰ
７月中旬〜下旬
保育実習Ⅱ
７月下旬〜８月上旬

４月オリエンテーション時
４月　下旬（各自）
４月　下旬
４月　中旬

（ただし，岡山・倉敷市内は
５月上旬の予定）
８月　上旬

８月　中旬〜下旬
なし
教育実習
９月

４月オリエンテーション時
４月　下旬（各自）
４月

８月　中旬〜下旬
９月　上旬
施設実習Ⅰ
10月上旬〜中旬
施設実習Ⅱ
10月中旬〜下旬

摘　　要
期　　　　　　　　日

保育所実習 幼稚園教育実習 施設実習

実習指導オリエンテーション
実 習 希 望 調 査
見 学 実 習
実 習 先 発 表
先 輩 と の 交 流

４月〜
７月
（別途指示）
２年次４月

７月〜
７月
（２月中旬）

４月〜
７月
－
１月上旬
１月中旬
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⑤�　実習中，事故あるいは病気などで実習を欠席するときは，必ず，実習園・施設，担当教員，保育・教職支

援課に電話などで連絡してください。

⑥�　実習期間中は，言葉遣い，態度はもとより服装，髪型，化粧などについても保育者として，ふさわしい 

ものであるように心がけてください。

⑦�　実習直前または実習期間中に，健康等の理由により実習継続が困難と判断される場合、実習を中止または

中断することがあります。

７．実習費（保育所実習・幼稚園教育実習・施設実習）

　幼稚園教育実習および保育所・施設実習を実施するために必要な教材資料および諸費用として，幼稚園・保育

（保育所・施設）実習費を２年前期の授業料と一緒に納付してください。

８．幼稚園教諭免許状について

⑴�　一括申請

　一括申請とは，大学が免許状取得有資格者を取りまとめて岡山県教育委員会へ免許状授与の申請をすること

です。

　一括申請の手続方法・受付期間・手数料など詳細については，10月下旬～11月上旬に説明会を行いますので

必ず出席してください。

⑵�　個人申請

　一括申請手続をしなかった者は，個人申請となります。なお，この場合の免許状の取得は，４月以降となり

ます。個人申請を行う場合は，卒業後に各自の都道府県の教育委員会へ申請し，取得後免許状番号を必ず教務

課に連絡してください。

９．保育士登録について

　「保育士」として業務を行う場合，都道府県知事に対し，業務に就く前に保育士登録手続きを行う必要があり

ます。（児童福祉法第18条の６，第18条の18）

　この手続きを行うことが出来るのは，本来，「保育士となる資格」の取得後となります。但し，指定保育士養

成施設を毎年３月に卒業又は科目等履修による修了見込の学生は，卒業（修了）後の就職に支障を来たすことの

ないよう，在学中にあらかじめ登録手続きを行うことができます。

　なお，登録（申請）先は本来，申請時点において住民票住所地のある都道府県知事ですが，登録申請書類の 

受付は，登録事務処理センターが各都道府県知事より委託を受けて行います。

　登録手続きが済みますと，「保育士証」が交付され，全国の都道府県において「保育士」として業務に就く 

ことができます。

　保育士登録の手続きに関して，10月下旬～11月上旬に説明会を行いますので必ず出席してください。
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Ⅱ　図書館司書課程（生活実践科学科）

１．図書館司書について

　図書館に置かれる専門的職員のことを司書と称する。（図書館法第四条）

２．図書館司書資格取得について

　大学を卒業した者で大学において文部科学省令（図書館法施行規則）で定める「図書館に関する科目」を履修

した者は司書となる資格を有する。（図書館法第五条第一項第一号）この規定により，所定の単位を修得した者

に対して，卒業時に「司書資格証明書」を交付する。

３．履修について

⑴　履修期間

　１年次から２年次とします。

⑵　履修方法

①　別表１の必修に属する全科目及び選択科目中２科目以上を履修すること。

⑶　図書館司書課程履修者は，２年次の５月上旬に定められた経費を証明書自動発行機（Ｒ館１Ｆ）で納入手続

きを行ってください。（詳細は４月に掲示します。）
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別表１　「図書館に関する科目」開講科目一覧

　＊：半期半分の科目

　◆：資格課程のみの開講科目

省　　令　　科　　目 本　　　学　　　開　　　講　　　科　　　目

科　　　　　目
単
位
数

科　　目　　名
単
位
数

授業
形態

開講期
履修
年次

履修上の注意 備　　　考

必　
　
　

修　
　
　

科　
　
　

目　

（
甲　

群
）

生 涯 学 習 概 論 2 ◆�生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 2 講義 前期 1 図書館必修

図 書 館 概 論 2 ◆�図 書 館 概 論 2 講義 前期 1 図書館必修

図書館制度・経営論 2 ◆�図書館制度・経営論 2 講義 前期 2 図書館必修

図 書 館 情 報 技 術 論 2 ◆�図書館情報技術論 2 講義 前期 2 図書館必修

図書館サービス概論 2 ◆�図書館サービス概論 2 講義 後期 1 図書館必修

情 報 サ ー ビ ス 論 2 ◆�情 報 サ ー ビ ス 論 2 講義 後期 1 図書館必修

児 童 サ ー ビ ス 論 2 ◆�児 童 サ ー ビ ス 論 2 講義 前期 2 図書館必修

情 報 サ ー ビ ス 演 習 2
◆�情報サービス演習Ⅰ 1 演習 前期 2 図書館必修

◆�情報サービス演習Ⅱ 1 演習 後期 2 図書館必修

図書館情報資源概論 2 ◆�図書館情報資源概論 2 講義 前期 1 図書館必修

情 報 資 源 組 織 論 2 ◆�情 報 資 源 組 織 論 2 講義 前期 2 図書館必修

情 報 資 源 組 織 演 習 2
◆�情報資源組織演習Ⅰ 1 演習 前期 2 図書館必修

◆�情報資源組織演習Ⅱ 1 演習 後期 2 図書館必修

選　

択　

科　

目
（
乙　

群
）

図 書 館 基 礎 特 論 1 ◆�図 書 館 基 礎 特 論 1 講義 前期 2

　５科目中

　２科目選択

＊

図書館サービス特論 1 ◆�図書館サービス特論 1 講義 後期 1 ＊

図書館情報資源特論 1 ◆�図書館情報資源特論 1 講義 前期 2 ＊

図 書 ・ 図 書 館 史 1 ◆�図 書・図 書 館 史 1 講義 後期 1 ＊

図 書 館 施 設 論 1 ◆�図 書 館 施 設 論 1 講義 後期 1 ＊

図 書 館 総 合 演 習 1

図 書 館 実 習 1

最　　低　　修　　得　　単　　位　　数 計
24
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 別表２　履修の順序

　（注）　＜　＞は選択科目

１年次

生涯学習概論Ⅰ
図書館概論
図書館サービス概論
情報サービス論

図書館サービス概論
図書館情報資源概論
＜図書館サービス特論＞
＜図書・図書館史＞
＜図書館施設論＞

２年次

図書館制度・経営論
図書館情報技術論
児童サービス論
情報資源組織論
情報サービス演習Ⅰ
情報資源組織演習Ⅰ
＜図書館基礎特論＞
＜図書館情報資源特論＞

情報サービス演習Ⅱ
情報資源組織演習Ⅱ
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Ⅲ　医療秘書課程

１．医療秘書について
　医療秘書とは，日本医師会が認定する認定資格である。

　専門的な医療事務の知識と最新の情報処理技能を備え，外来受付業務や電子カルテの入力，診療報酬請求など

の業務を行い，医師と患者さんの仲立ちをすることによって病院や診療所の業務を円滑にする職務である。

＜日本医師会よりメッセージ＞

　直接，地域医療に携わっている方々から授業を受けることのできる恵まれた教育環境の中で，地域の医療・

保健・福祉のために職務に相応しい知識を習得して，高い教養，資質を養い，「より良い医療」を目指すスペシャ

リスト，「日本医師会認定」の医療秘書を多くの方々に目指していただきたいと願っています。

２．医療秘書資格取得について
　本学は，日本医師会認定医療秘書養成機関として，岡山県医師会と協定を締結しており，医療秘書課程の開設

および日本医師会医療秘書認定試験を実施する。医療秘書課程履修者は，１：本学が開設する医療秘書に関する

科目全ての科目単位を修得すること，２：本学が実施する日本医師会医療秘書認定試験に合格すること，３：秘

書技能科目（３科目）検定を取得すること，これら１・２・３の３点全ての条件が揃えば，日本医師会へ申請後，

「日本医師会認定医療秘書」の認定を受けることができる。医療秘書に関する科目のなかには「実務研修」があり，

本学が指定した医療機関において5日程度の実習を行う。なお，医療秘書課程の全科目を修得することで医師会

より修了証を授与される。

３．履修について
⑴　履修方法

①　医療秘書課程履修初年度の者は,オリエンテーション期間中の説明会に必ず出席すること。

②　履修初年度に「メディカル秘書概論」「医療情報処理学」を必ず履修すること。

③�　科目名に「Ⅰ」「Ⅱ」「Ⅲ」と付いているものは，「履修上の注意」に従い履修すること。再履修の場合は除く。

④　次年度の「実務研修」実施調査を行う。日程等は後日掲示にて知らせる。

⑤　科目によって履修人数に上限を定めることがある。

⑵　実務研修

①�  「実務研修」の前に事前指導を数回，後に事後指導を行う。事前指導欠席者は医療機関では実習を認めない。

また，事後指導欠席者は実習を終えたとしても「実務研修」の評価が不可となる場合がある。

②  「実務研修」履修までに下記の単位を修得済み（見込み）であること。

  「メディカル秘書概論」「秘書実務Ⅰ」「秘書実務Ⅱ」「医療情報処理学」「情報処理Ⅰ」「情報処理Ⅱ」「医

療関係法規概論」「メディカル実務演習Ⅰ」「メディカル実務演習Ⅱ」

⑶　諸費用

①  「実務研修」の履修にあたっては病院実習費（30,000円程度）を徴収する。

　�  「実務研修」履修者は，５月中旬頃定められた経費を証明書自動発行機（Ｒ館１Ｆ）で納入手続きを行うこと。

②　実習費以外に別途資料代、交通費、検定料等がかかる。

⑷　日本医師会認定試験

　医療秘書課程の単位を全て修得済み（見込み）の者は2月に本学で実施する日本医師会医療秘書認定試験を

受けることができる。

　受験手数料（5,000円程度）が必要である。受験手数料の支払いについては別途連絡する。
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４．医療秘書に関する科目

科　　目　　名 単位 授業形態 履修
年次 開講期 履　修　上　の　注　意

医療・保健 ･
福祉基礎教科

◆�衛 生 学 2 講義 1 前期

◆�患 者 論 と 医 の 倫 理 2 講義 1 後期

◆�からだの構造と機能 2 講義 １ 前期

◆�解 剖 生 理 学 2 講義 2 前期

◆�医学一般と薬理の知識 2 講義 2 後期

◆�医療にかかわる用語 2 講義 1 後期

◆�コミュニケーション論 1 講義 1 後期

医療秘書専門
教 科

◆�メディカル秘書概論 2 講義 1 後期 履修初年度に履修すること

◆�秘 書 実 務　 Ⅰ 2 演習 2 前期

  Ⅰ→Ⅱの順に履修することが望ましい

◆�秘 書 実 務　 Ⅱ 2 演習 2 後期

◆�医 療 情 報 処 理 学 2 講義 1 前期 履修初年度に履修すること

情 報 処 理　 Ⅰ 1 演習 2 前期

  Ⅰ→Ⅱの順に履修することが望ましい

情 報 処 理　 Ⅱ 1 演習 2 後期

◆�医 療 関 係 法 規 概 論 2 講義 1 前期

研 修・ 演 習

◆�実 務 研 修 3 実習 2 前期
集中

１．「医療秘書専門教科」「研修・演習」群の
単位を修得済み（見込み）であること

２．事前・事後指導を含む
３．実習費を徴収する

◆�メディカル実務演習Ⅰ 1 演習 1 前期

◆�メディカル実務演習Ⅱ 1 演習 1 前期   Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ同時履修が望ましい。

◆�メディカル実務演習Ⅲ 1 演習 1 後期
集中   ※

計 31
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５．秘書技能科目
⑴　以下の4群の中から3群を選び、各群中の1科目の検定を取得すること。
⑵　本学入学前に取得した検定でも申請可能。
⑶�　☆が付いている資格は学内で開講の課外講座にて試験対策を受講可能。詳細はキャリア支援・開発課
発行の講座案内にて確認すること。
⑷　★が付いている資格はメディカル実務演習Ⅲ（後期集中）を受講終了と同時に学内受験が可能。

　　※令和４年11月現在の資格一覧です。変更となる可能性があります。
　　第１群【秘書検定・英語検定・漢字検定】

番号 検　定　等　名　称 等　級 備　考

① 実務技能検定協会　秘書技能検定◯文 ３級以上 ☆

② 日本秘書協会　ＣＢＳ（国際秘書）検定 取得

③ 日本英語検定協会　実用英語技能検定◯文 ３級以上

④ 全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕
上級秘書士　資格 取得

⑤ 全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕
ビジネス実務士　資格 取得

⑥ 全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕
上級ビジネス実務士　資格 取得

⑦ 職業教育・キャリア教育財団　ビジネス能力検定（Ｂ検）ジョブパス
〔旧ビジネス能力検定〕◯文 ３級以上

⑧ 日本漢字能力検定協会　日本漢字能力検定 ２級以上

⑨ 国際ビジネスコミュニケーション協会
Test of English for International Communication (TOEIC) 400点以上

⑩ 日本話しことば協会　話しことばとコミュニケーション検定
〔旧話しことば検定〕 ３級以上

⑪ 話しことば研究機構　日本語音声表現力検定 ３級以上

　　第２群【情報処理】

番号 検　定　等　名　称 等　級 備　考

① 情報処理推進機構〔旧経済産業大臣指定試験機関日本情報処理開発協会〕
情報処理技術者試験 取得

② 日本情報システム・コンサルタント協会〔旧日本情報システム・ユーザー協会〕
ISC（情報システム・コンサルタント）試験 取得

③ 全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕
情報処理士　資格 取得

④ 全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕
上級情報処理士　資格 取得

⑤ 全国商業高等学校協会　情報処理検定〈ビジネス情報部門（１，２級）〉◯文 ３級以上

⑥ 全国経理教育協会〔旧全国経理学校協会〕文書処理能力検定（ワープロ）◯文 ３級以上

⑦ 日本商工会議所　日商ＰＣ検定（文書作成） ３級以上

⑧ 全国商業高等学校協会　ビジネス文書実務検定〔旧ワープロ実務検定〕◯文 ３級以上

⑨ 全国ビジネス学校連盟　日本語ワープロ技能資格検定
〔旧日本語ワードプロセッサ技能資格認定試験〕 ３級以上

⑩ 日本情報処理検定協会〔旧日本ワープロ検定協会〕
日本語ワープロ検定〔旧日本語ワードプロセッサ検定〕◯文 ３級以上

⑪ 日本情報処理検定協会〔旧日本情報処理技能検定協会〕
情報処理技能検定◯文 ３級以上

⑫ マイクロソフトオフィススペシャリスト〈Word，Excel，Power Point，Access〉
〔旧マイクロソフトオフィスユーザースペシャリスト（MOUS試験）〕 一般・上級 ☆

⑬ サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会
〔旧日本ソフトウェア教育協会〕Word文書処理技能認定試験 ３級以上

⑭ サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会
〔旧日本ソフトウェア教育協会〕Excel表計算処理技能認定試験 ３級以上

⑮ 日本病院会　診療情報管理士認定試験 取得
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　　第３群【保険請求事務】

番号 検　定　等　名　称 等　級 備　考

① 全国医師会医療秘書学院連絡協議会　医療保険請求事務実技試験 取得 ★

② 日本医療保険事務協会　診療報酬請求事務能力認定試験 取得

　　第４群【その他】

番号 検　定　等　名　称 等　級 備　考

① 日本速記協会　速記技能検定◯文 ５級以上

② 日本書写技能検定協会　硬筆書写技能検定◯文 ３級以上

③ 日本商工会議所　簿記検定 ３級以上 ☆

④ 全国商業高等学校協会　簿記実務検定◯文 ３級以上

⑤ 全国経理教育協会〔旧全国経理学校協会〕簿記能力検定◯文 ３級以上

⑥ 全国商工会連合会　簿記検定 ３級

⑦ 日本電卓技能検定協会〔旧日本電卓検定協会〕電卓技能検定 ３級以上

⑧ 全国工業高等学校長協会　計算技術検定◯文 ３級以上

⑨ 全国経理教育協会〔旧全国経理学校協会〕電卓計算能力検定◯文 ３級以上

⑩ 日本商工会議所　そろばん（珠算）検定〔珠算能力検定〕◯文 ３級以上

⑪ 全国商工会連合会珠算検定 ３級以上

⑫ 全国珠算教育連盟　珠算検定◯文 ３級以上

◯文：文部科学省後援
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Ⅳ　上級秘書士課程（生活実践科学科）

１．上級秘書士について

　「上級秘書士」資格取得を希望する学生を対象に設けられた課程です。

　上級秘書士とは，本学が加盟している一般財団法人全国大学実務教育協会の商標登録資格で，所定の単位を修

得すると取得できます。秘書としての基礎知識・専門知識に加え，それに付随する技術と洗練された実務能力を

養成します。

２．履修について

⑴　履修期間

　１年次から２年次とします。

⑵　履修方法

　履修単位は，各学科別表（上級秘書士に関する科目）に示しているよう，履修しなければなりません。

⑶　履修経費

　上級秘書士課程履修者は，２年次の５月上旬に，定められた経費を証明書自動発行機（Ｒ館１Ｆ）で納入手

続きを行ってください。
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上級秘書士に関する科目

◆：資格課程のみの開講科目、その他の科目は生活実践科学科専門教育科目と共通。
○：学科必修科目

授　業　科　目 単位数 授業形態 開　講　期 備　　　考

必
　
　
　
修

10
単
位

◆�秘 書 学 概 論 ２ 講　　義 1年 前期

◆�秘 書 実 務 Ⅰ ２ 演　　習 2年 前期

◆�秘 書 実 務 Ⅱ ２ 演　　習 2年 後期

社 会 心 理 学 ２ 講　　義 2年 後期

事 務 管 理 ２ 講　　義 2年 後期

選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

16
単
位

日 本 語 表 現 法 ２ 講　　義 1年 後期 上級秘書士必修

◆�ビジネス情報演習Ⅰ １ 演　　習 1年 前期 上級秘書士必修

◆�ビジネス情報演習Ⅱ １ 演　　習 1年 後期 上級秘書士必修

文 書 表 現 Ⅰ ２ 講　　義 1年 後期

文 書 表 現 Ⅱ ２ 講　　義 2年 後期

○生活実践論Ⅰ（家庭経営） ２ 講　　義 1年 前期

生 活 情 報 演 習 Ⅰ １ 演　　習 2年 前期

生 活 情 報 演 習 Ⅱ １ 演　　習 2年 後期

生 活 簿 記・ 会 計 論 ２ 講　　義 2年 後期 上級秘書士必修

日 本 語 表 現 法 演 習 Ⅰ １ 演　　習 1年 前期

日 本 語 表 現 法 演 習 Ⅱ １ 演　　習 2年 前期 　２単位必修

◆�プレゼンテーション概論 ２ 講　　義 1年 後期

◆�地 域 文 化 論 ２ 講　　義 2年 前期

最　低　修　得　単　位　数　　　　　　計　26　単　位
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Ⅴ　上級秘書士（メディカル秘書）課程（生活実践科学科）

１．上級秘書士（メディカル秘書）について

　「上級秘書士（メディカル秘書）」資格取得を希望する学生を対象に設けられた課程です。

　上級秘書士（メディカル秘書）とは，本学が加盟している一般財団法人全国大学実務教育協会の商標登録資格

で，所定の単位を修得すると取得できます。秘書としての基礎知識・専門知識に加え，医療事務の基礎，患者・

メディカルスタッフとのコミュニケーション力など医療現場で対応できる能力を養成します。

２．履修について

⑴　履修期間

　１年次から２年次とします。

⑵　履修方法

　履修単位は，各学科別表（上級秘書士（メディカル秘書）に関する科目）に示しているよう，履修しなけれ

ばなりません。

⑶　履修経費

　上級秘書士（メディカル秘書）履修者は，２年次の５月上旬に，定められた経費を証明書自動発行機（Ｒ館

１Ｆ）で納入手続きを行ってください。
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上級秘書士（メディカル秘書）に関する科目

授　業　科　目 単位数 授業形態 開　講　期 備　　　考

必　

修

８
単
位

◆�秘 書 学 概 論 2 講義 1年 前期

◆�メディカル秘書概論 2 講義 1年 後期

◆�患 者 論 と 医 の 倫 理 2 講義 1年 後期

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 論 2 講義 1・2年 後期

選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

択

16　
　

単　
　

位

◆�秘 書 実 務 Ⅰ 2 演習 2年 前期 メディカル秘書必修

情 報 処 理 Ⅰ 1 演習 2年 前期
　1単位必修

情 報 処 理 Ⅱ 1 演習 2年 後期

生 活 簿 記・ 会 計 論 2 講義 2年 後期
　2単位必修

日 本 語 表 現 法 2 講義 1年 後期

◆医学一般と薬理の知識 2 講義 2年 後期

◆�コミュニケーション論 1 講義 1年 後期

◆�メディカル実務演習Ⅰ 1 演習 1年 前期 　1単位必修

◆�メディカル実務演習Ⅱ 1 演習 1年 前期

◆�解 剖 生 理 学 2 講義 2年 前期

社 会 心 理 学 2 講義 2年 後期

○ 教 養 対 話 演 習 Ⅰ 1 演習 1年 前期

○ 教 養 対 話 演 習 Ⅱ 1 演習 1年 後期

○生活実践科学演習Ⅰ 1 演習 2年 前期

○生活実践科学演習Ⅱ 1 演習 2年 後期

最　低　修　得　単　位　数　　　　　　　　　　計　24　単位

◆：資格課程のみの開講科目、その他の科目は生活実践科学科専門教育科目と共通。
○：学科必修科目
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Ⅵ　情報処理士課程（生活実践科学科）

１．情報処理士について

　「情報処理士」資格取得を希望する学生を対象に設けられた課程です。

　情報処理士とは，本学が加盟している一般財団法人全国大学実務教育協会の商標登録資格で，所定の単位を修

得すると取得できます。ビジネス情報を，コンピュータを用いて適正かつ合理的，効率的に処理する実務能力を

高めるとともに，高度化する情報社会に要求される関連知識と教養についても学びます。

２．履修について

⑴　履修期間

　１年次から２年次とします。

⑵　履修方法

　履修単位は，別表（情報処理士に関する科目）に示しているよう，履修しなければなりません。

⑶　履修経費

　情報処理士課程履修者は，２年次の５月上旬に，定められた経費を証明書自動発行機（Ｒ館１Ｆ）で納入手

続きを行ってください。

情報処理士に関する科目

授　業　科　目 単位数 授業形態 開　講　期 備　　　考

必

　

修

６

単

位

生活実践論Ⅶ（情報）A
（数理・データサイエンス基礎） 1 講義 1年 前期

生活実践論Ⅶ（情報）B
（情 報 リ テ ラ シ ー） 1 講義 1年 前期

社 会 心 理 学 2 講義 2年 後期

事 務 管 理 2 講義 2年 後期

選

　

　

　

　

択

10

単

位

以

上

情 報 処 理 Ⅰ 1 演習 2年 前期
　1単位必修

情 報 処 理 Ⅱ 1 演習 2年 後期

◆�ネットワーク演習Ⅰ 2 演習 2年 前期
　2単位必修

◆�ネットワーク演習Ⅱ 2 演習 2年 後期

日 本 語 表 現 法 2 講義 1年 後期 情報処理士必修

生 活 簿 記 ・ 会 計 論 2 講義 2年 後期 情報処理士必修

生 活 情 報 演 習 Ⅰ 1 演習 2年 前期
　1単位必修

生 活 情 報 演 習 Ⅱ 1 演習 2年 後期

最　低　修　得　単　位　数　　　　　　　　　計　16　単位

◆：資格課程のみの開講科目、その他の科目は生活実践科学科専門教育科目と共通。
○：学科必修科目
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Ⅶ　プレゼンテーション実務士課程（生活実践科学科）

１．プレゼンテーション実務士について

　「プレゼンテーション実務士」資格取得を希望する学生を対象に設けられた課程です。

　プレゼンテーション実務士とは，本学が加盟している一般財団法人全国大学実務教育協会の商標登録資格で，

所定の単位を修得すると取得できます。自分の伝えたいことを具体的に分かりやすく説明し，相手に正しく理解

してもらうコミュニケーション能力，およびその目的のために情報ツールを活用する能力を養成します。

２．履修について

⑴　履修期間

　１年次から２年次とします。

⑵　履修方法

　履修単位は，各学科別表（プレゼンテーション実務士に関する科目）に示しているよう履修し，必修科目の

うち，３科目以上について「良（Ｂ）」以上の成績を得なければなりません。

　　　必  修  科  目：  「プレゼンテーション概論」

　　　　　　　　　　「プレゼンテーション演習Ⅰ」

　　　　　　　　　　「プレゼンテーション演習Ⅱ」

　　　　　　　　　　「情報機器利用プレゼンテーション演習」

　　　　　　　　　　「日本語表現法」

⑶　履修経費

　プレゼンテーション実務士課程履修者は，２年次の５月上旬に，定められた経費を証明書自動発行機（Ｒ館

１Ｆ）で納入手続きを行ってください。
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プレゼンテーション実務士に関する科目（生活実践科学科）

授　業　科　目 単位数 授業形態 開　講　期 備　　　考

必　
　
　
　
　

修

10　
　

単　
　

位

◆�プレゼンテーション概論 ２ 講　　義 １年 後期

◆�プレゼンテーション演習Ⅰ ２ 演　　習 １年 後期

◆�プレゼンテーション演習Ⅱ ２ 演　　習 ２年 前期

◆�情報機器利用プレゼンテーション演習 ２ 演　　習 ２年 後期
　学内必修

日 本 語 表 現 法 ２ 講　　義 １年 後期

選

択

10

単

位

以

上

事 務 管 理 ２ 講　　義 ２年 後期

◆�ビジネス情報演習Ⅰ １ 演　　習 １・２年 前期

◆�ビジネス情報演習Ⅱ １ 演　　習 １・２年 後期

生活実践論Ⅶ（情報）A
（数理・データサイエンス基礎） 1 講　　義 １年 前期

生活実践論Ⅶ（情報）B
（情 報 リ テ ラ シ ー） 1 講　　義 １年 前期

◯�生活実践論Ⅵ（経済） ２ 講　　義 ２年 前期

社 会 心 理 学 ２ 講　　義 ２年 後期

◆�地 域 文 化 論 ２ 講　　義 ２年 前期

最　低　修　得　単　位　数　　　　　　　　　計　20　単　位

◆：資格課程のみの開講科目，その他の科目は生活実践科学科専門教育科目と共通。
○：学科必修科目
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Ⅷ　介護職員初任者研修課程（生活実践科学科）

１．介護職員について

　介護職員初任者研修課程修了証書及び難病患者等ホームヘルパー養成研修難病基礎課定Ⅰ修了証書取得を希望

する学生を対象に設けられた課程です。

　介護職員初任者研修とは身体介護を中心とする介護ニーズに応えるもので，介護能力を修得し，福祉社会を援

助する資格です。

２．履修について

⑴　履修期間

　２年次とします。

⑵　履修方法

　岡山県介護員養成研修事業者指定等に関する要綱にもとづき，履修しなければなりません。

⑶　履修経費

　介護職員初任者研修課程履修者は，２年次の５月上旬に，定められた経費を証明書自動発行機（Ｒ館１Ｆ）

で納入手続きを行ってください。

介護職員に関する科目（生活実践科学科）

◆：介護職員初任者研修課程のみの開講科目。

※介護職員に関する科目は全出席を原則とします。

　公欠以外の欠席は一切認めません。

授　業　科　目 単位数 授業形態 開　講　期 備　　　考

必　
　
　
　
　

修

◆�介 護 職 員 論 ６ 講義・演習 ２年 前期

介護職員初任者研修課程に関する科目　　　　　合計　６単位
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Ⅸ　社会福祉主事任用資格（幼児教育学科，生活実践科学科）

１．社会福祉主事任用資格について

　この資格は任用資格で，福祉事務所などの福祉行政の仕事に就く人に必要とされる資格です。

　この他に老人福祉施設や児童福祉施設などの指導員や社会福祉協議会の福祉活動専門員もこの資格を取得する

ことが望ましいとされています。求人などの採用条件になることもあり，福祉の職場で働く人の基礎的な資格と

言えるでしょう。

２．社会福祉主事任用資格取得について

　学校教育法に基づく大学（短大の本学もこれにあたります）において，厚生労働大臣の指定する科目を３科目

以上修めて卒業した人は取得することができます。

　以下の専門教育科目が対象となります。以下の科目のうち３科目以上（「保育原理Ⅰ」及び「保育原理Ⅱ」を履

修する場合は４科目以上）履修してください。

　以下の教養科目，専門教育科目が対象となります。以下の科目のうち３科目以上履修してください。

３．資格の証明について

　一般的には，卒業証明書や成績証明書で確認されますので，特別な試験を受けたり，資格証明書が発行された

りするものではありません。

幼児教育学科

生活実践科学科学科

厚生労働大臣の指定する
社会福祉に関する科目 読替可能な本学開講科目

社 会 福 祉 概 論 「社会福祉」

児 童 福 祉 論 「子ども家庭福祉」

保 育 理 論 「保育原理Ⅰ」及び「保育原理Ⅱ」（２科目履修で読替）

教 育 学 「教育原理」「教育方法論」

厚生労働大臣の指定する
社会福祉に関する科目 読替可能な本学開講科目

法 学 ｢法　学｣

心 理 学 「心理学」

社 会 学 「社会学」

栄 養 学 ｢栄養学」

保 育 理 論 「保育学」
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就実短期大学学位規程

制　　定　平成17年12月26日

最終改正　平成31年２月22日

  （目的）

第１条　この規程は，学位規則（昭和28年文部省令第９号）及び就実短期大学学則に基づき，就実短期大学が授与

する学位について，必要な事項を定める。

  （学位）

第２条　本学が授与する学位は，短期大学士とする。

２　学位は，それぞれの専攻領域に応じ別表１の種類に区分する。

  （短期大学士の学位授与の要件）

第３条　短期大学士の学位は，本学学則の定めるところにより，本学学科の課程を修了した者に授与する。

  （学位記の授与）

第４条　学長は，教授会の報告に基づき所定の学位記を授与する。

  （雑則）

第５条　この規程に定めるもののほか必要な事項は，教授会においてこれを定める。

  （規程の改廃）

第６条　この規程は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

（１−３　省略）

４　この規程は，平成31年４月１日から施行する。

　　　別表１

　　　様式１号

卒
業
証
書
・
学
位
記

　本
学
◯
◯
学
科
所
定
の
課
程
を
修
め
て
本
学
を
卒
業
し
た
こ
と
を

認
め
短
期
大
学
士
（
◯
◯
）
の
学
位
を
授
与
す
る

　
　
　
　年

　

  

月

　

 

日

年

　

  

月

　

  

日
生

就
実
短
期
大
学
長

氏

　名

第

　
　
　号

学　　　科 学位の種類
幼児教育学科 短期大学士（幼児教育）
生活実践科学科 短期大学士（生活実践科学）



諸
規
則

− 70 −

就実短期大学 長期履修学生規程

制　　定　平成20年９月17日

最終改正　平成31年２月22日

　（総則）

第１条　この規程は学則第４条の２に基づき，長期履修学生の取り扱いについて必要なことを定める。

　（履修計画期間及び在学年限）

第２条　長期履修学生の履修計画期間は，３年以上４年以内の一定の年数とする。

２　長期履修学生は，６年を超えて在学することができない。

　（出願資格）

第３条　長期履修学生として願い出ることができる者は，本学社会人入学試験に合格した者で，職業を有している

等の事情により，学則第４条に定める修業年限で卒業することが困難であると認められる者とする。

　（出願手続）

第４条　長期履修学生として願い出る者は，当該年度の授業開始10日目までに長期履修許可願を教務課へ提出しな

ければならない。

　（履修計画期間の変更）

第５条　長期履修学生が履修計画期間の変更を希望する場合には，原則として１回に限り，第２条第１項に定める

範囲内で，教授会の議を経て学長はこれを許可することができる。

２　前項の場合，学生は当該年度の授業開始10日目までに履修計画期間変更許可願を教務課へ提出しなければなら

ない。

　（履修登録の上限）

第６条　長期履修学生が１年間に履修登録することができる科目の単位数の上限は，35単位とする。

　（授業料）

第７条　長期履修学生の授業料は，学則第43条に定める年額に長期履修開始時における修業年限の残年数を乗じた

総額を，長期履修開始時における履修計画期間の残年数で除した年額とする。

２　履修計画期間を変更した場合の授業料は，変更前の年額に計画変更時における履修計画期間の残年数を乗じた

総額を，計画変更時における変更後の履修計画期間の残年数で除した年額とする。

３　第２条第１項に定める履修計画期間の上限を超えて在学する場合の授業料は，前年度と同一の年額とする。

４　授業料は，前学期・後学期の２期に分けて納付しなければならない。

５　入学年次には，前学期分として納入した授業料から第１項の算定方式により算定した年額の前学期分を差し引

いた差額を返金することとする。

　（教育充実費及びその他の費用）

第８条　長期履修学生は，別に定める教育充実費を，前条に定める算定方式により納付しなければならない。

２　入学年次には，前学期分として納入した教育充実費から前項の算定方式により算定した年額の前学期分を差し

引いた差額を返金することとする。

３　別に定める諸費，学友会費，後援会費，同窓会費，学会費は，当該年度分の金額を納付しなければならない。
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　（その他）

第９条　長期履修学生の取り扱いについて，学則及びこの規程に定めるもののほか，必要な事項は教授会の議を経

て学長が定める。

　（規程の改廃）

第10条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　この規程は，平成21年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。
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就実短期大学科目等履修生規程

制　　定　平成８年４月１日　

最終改正　平成31年２月22日　

  （総則）

第１条　この規程は学則第54条に基づき，科目等履修生の取扱いについて必要なことを定める。

  （出願資格）

第２条　科目等履修生として願い出ることのできる者は，学則第27条に規定する入学資格を有するものとする。

  （出願期間・出願書類）

第３条　履修を希望する者は，所定の期日までに次の書類に検定料10,000円を添えて教務課に提出し，その手続き

を終わらなければならない。

　一　出願期間（締切日が日曜日にあたるときはその翌日までとする。）

　　イ　通年・前期科目・後期科目　　２月16日から３月３日まで

　　ロ　後　期　科　目　　　　　　　８月17日から８月31日まで

　二　出願書類

　　イ　科目等履修生願書（本学所定用紙）

　　ロ　履歴書（本学所定用紙）

　　ハ　出願理由書（自筆　日本語で記すこと）

　　ニ　最終出身学校の卒業証明書または卒業見込証明書

　　ホ　最終出身学校の成績証明書

　　ヘ　健康診断書（胸部Ｘ線検査を含む，１年以内のもの。複写可）

　　ト　在職中の者は，所属長の承諾書

　　チ　外国人の場合は，以上のほか次の書類を必要とする

　　　　⑴　在学中の身元保証人の保証書（日本在住者のもの）

　　　　⑵　外国人日本語能力試験１級の成績通知書

　　　　⑶　その他本学が必要と認める書類

　後期科目を願い出るにあたり，当該年度において前期科目を履修した者，又は通年科目を履修中の者は，科

目等履修生願書のみを提出し，その他は不要とする。

  （選考方法）

第４条　選考は書類審査及び授業担当者による面接によって行う。

  （履修許可）

第５条　科目等履修生として出願する者については，前条の選考結果に基づき教授会の議を経て，学長が履修を許

可する。

２　科目履修が許可された者には科目履修許可書を交付する。

  （履修科目）

第６条　１年間に履修できる科目は，24単位以内とする。
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  （履修手続）

第７条　履修を許可された場合は，許可日から10日以内に下記に定める登録料及び授業料を納めなければならない。

　　　ただし，外国に在住する者についてはこの限りではない。

２　学期開始日現在で満40歳に達している者は登録料の全額を免除し，併せて授業料の半額を免除する。

３　外国人の場合，上記の金額を納めるとともに住民票の写し又は在留資格を記載した住民票記載事項証明書を提

出しなければならない。

４　納付した授業料等は，原則として返付しない。

  （単位の授与及び証明書）

第８条　科目等履修生は，履修を許可された授業科目の履修を修了し，所定の試験に合格した場合，単位を修得す

ることができる。

２　科目等履修生は単位修得証明書を求めることができる。

  （履修の取消し）

第９条　科目等履修生として不適当と判断される場合は，教授会の議を経て，学長が履修の許可を取り消すことが

ある。

  （履修の取止め）

第10条　本人の都合により履修期間の途中で履修を取り止める場合は，教務課にその旨を届出なければならない。

  （学則の準用）

第11条　科目等履修生には学則を準用する。ただし，学則第25条は適用しない。

  （規程の改廃）

第12条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　就実短期大学聴講生規程（昭和52年１月12日制定）は廃止する。

２　就実短期大学聴講生の教育職員免許状取得に関する規程（昭和56年12月２日制定）は廃止する。

３　この規程は，平成８年４月１日から施行する。

４　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。

項　　　　目 金　　　　額

登　録　料（年　　　　額） １０,０００円

授　業　料（１単位につき） １２,０００円
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就実短期大学単位互換履修生規程

制　　定　　平成13年４月１日

最終改正　　平成31年２月22日

  （総則）

第１条　この規程は学則第55条の２に基づき，単位互換履修生の取扱いについて必要なことを定める。

  （出願資格）

第２条　単位互換履修生として願い出ることのできる者は，学則第27条に規定する入学資格を有するものとする。

  （出願方法）

第３条　履修を希望する者は，所定の期日までに次の書類を教務課に提出し，その手続きを終わらなければならな

い。

　一　出願期間

　通年・前期科目については４月，後期科目については７月又は９月のその年度で設定された期日までに行

う。

　二　出願書類

　　　単位互換履修生出願票（所定用紙）

  （選考方法）

第４条　選考は書類審査及び授業担当者によって行う。

  （履修許可）

第５条　単位互換履修生として出願する者については，前条の選考結果に基づき教授会の議を経て，学長が履修を

許可する。

  （履修手続）

第６条　履修を許可された場合は，所定の期日までに履修登録及び諸手続を行わなければならない。授業料は徴収

しない。ただし，実習費等を徴収することがある。

  （単位の授与及び証明書）

第７条　単位互換履修生は，履修を許可された授業科目の履修を修了し，所定の試験に合格した場合，単位を修得

することができる。

　　２　単位互換履修生は単位修得証明書を求めることができる。

  （履修の取り消し）

第８条　単位互換履修生として不適当と判断される場合は，教授会の議を経て，学長が履修の許可を取り消すこと

がある。

  （履修の取り止め）

第９条　本人の都合により履修期間の途中で履修を取り止める場合は，教務課にその旨を届出なければならない。

  （学則の準用）

第10条　単位互換履修生には学則を準用する。ただし，学則第25条は適用しない。

  （規程の改廃）

第11条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。
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　　　附　則

１　この規程は，平成13年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。
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就実短期大学聴講生規程

制　　定　平成11年12月１日

最終改正　平成31年２月22日

  （趣旨）

第１条　この規程は学則第56条に基づき，聴講生の取扱いについて必要なことを定める。

  （出願資格）

第２条　聴講生として願い出ることのできる者は，聴講しようとする授業科目を学修するに足りる学力を有するも

のとし，男女を問わない。

  （出願書類）

第３条　聴講を希望する者は，原則所定の期日までに次の書類を教務課に提出しなければならない。

　一　出願期間（締切日が日曜日にあたるときはその翌日までとする。）

　　イ　通年・前期科目・後期科目　３月10日から４月30日まで

　　ロ　後期科目　　　　　　　　　９月１日から10月31日まで

　二　出願書類

　　イ　聴講生願書（本学所定用紙）

　　ロ　履歴書（本学所定用紙）

　　ハ　出願理由書（自筆　日本語で記すこと）

　　ニ　健康診断書（胸部Ｘ線検査を含む，１年以内のもの。複写可）

　　ホ　外国人の場合は，その他本学が必要と認める書類

　後期科目を願い出るにあたり，当該年度において前期科目を聴講した者，または通年科目を聴講中の者は，

聴講生願書のみを提出し，その他は不要とする。

  （選考方法）

第４条　選考は書類審査及び授業担当者の了解によって行う。

  （聴講許可）

第５条　聴講生として出願する者については，前条の選考結果に基づき教授会の議を経て学長が聴講を許可する。

２　科目聴講が許可された者には科目聴講許可書を交付する。

  （聴講手続）

第６条　聴講を許可された場合は，許可日から10日以内に下記に定める登録料及び聴講料を納めなければならない。

ただし，外国に在住する者についてはこの限りではない。

項　　　　　目 金　　　　額

登　録　料（年　　　　　　額） ５, ０００円

聴　講　料（半期１科目につき） １０, ０００円
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２　学期開始日現在で満40歳に達している者は登録料の全額を免除し，併せて聴講料の半額を免除する。

３　納付した聴講料等は，原則として返付しない。

  （単位の授与及び聴講証明書）

第７条　聴講生が聴講した授業科目の単位認定は行わない。

２　聴講生は聴講証明書を求めることができる。

  （聴講の取消し）

第８条　聴講生として不適当と判断される場合は，教授会の議を経て，学長が聴講の許可を取り消すことがある。

  （聴講の取止め）

第９条　本人の都合により，聴講期間の途中で聴講を取り止める場合は，教務課にその旨を届出なければならな

い。

  （学則の準用）

第10条　聴講生には学則を準用する。ただし，学則第13条及び第25条は適用しない。

  （規程の改廃）

第11条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　この規程は，平成12年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。
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他の短期大学又は大学における
授業科目の履修等に関する規程

制　　定　平成14年３月４日

最終改正　平成31年２月22日

  （目的）

第１条　この規程は，就実短期大学（以下「本学」という。）学則第20条，第20条の２及び第21条の規定に基づき，

学生が在学中又は入学前に，他の短期大学又は大学において行った授業科目の履修若しくは他の短期大学又は大

学以外の教育施設等において行った学修を，本学における授業科目の履修として認定する際に必要な事項を定め

る。

  （単位の認定）

第２条　前条の認定は，教授会の議を経て学長が行う。

  （幼児教育学科における単位認定の取扱い）

第３条　幼児教育学科においては，教育上有益と認めるときは，学生が在学中に他の指定保育士養成施設において

履修した授業科目又は入学前に指定保育士養成施設で履修した授業科目について修得した単位を，30単位を超え

ない範囲で当該授業科目に相当する授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　幼児教育学科の学生が指定保育士養成施設以外の学校等（学校教育法（昭和22年法律第216号））による大学，

高等専門学校，高等学校の専攻科若しくは盲学校，聾学校若しくは養護学校の専攻科，専修学校の専門課程又は

同法第56条第１項に規定する者を入学資格とする各種学校）で履修した授業科目について修得した単位について

は，本学で設定する教養科目に相当する授業科目について，30単位を超えない範囲で修得したものとみなす。

３　幼児教育学科の学生が外国の短期大学又は大学で修得した単位は，本学の単位として認定しない。

  （規程の改廃）

第４条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

１　この規程は，平成14年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成31年４月１日から施行する。



諸規則

諸
規
則

− 79 −

就実大学・就実短期大学　再入学規程

制　　定　令和４年２月16日

　（目的）

第１条　この規程は，就実大学学則第28条，就実短期大学学則第31条に基づき，再入学の取り扱いについて必要な

ことを定める。

　（出願資格）

第２条　再入学の出願資格を有する者は，次の各号に該当する者で，再入学日が退学日又は除籍日から１年経過し

ており，退学日又は除籍日から４年以内の者とする。

　　　一　当該学科が受け入れ可能であること。

　　　二�　健康上の理由，経済的理由などの正当な理由で退学した者，又は学費未納により除籍となった者で復籍

の許可期間を過ぎていること。

　　　三　再入学時には退学となる事由が解消されていること。

　　　四　入学後１年未満で退学又は除籍された者は除く。

　　　五　本規程に基づき再入学した後，退学した者又は除籍された者は，再入学の資格を有しない。

　（出願手続）

第３条　入学希望者は，学科の事前相談を受けたうえで出願期間に再入学審査料（20,000円）を納付し，次の書類

を教務課へ提出しなければならない。

　　　一　保証人連署の再入学願書

　　　二　在学中の成績証明書

　　　三　再入学の目的を含めた入学後の計画などを記述した書類

　　　四�　退学した理由とその経緯，現在，その理由となる事由が解消されていること，又は見込みであることを

記載した書類（学費未納により除籍となった者は，除籍となった時の状況と，現在は学費納入が可能となっ

ていることを記載した書類）

　　　五　その他，当該学科が必要とする資料

　（出願期間）

第４条　出願できる期間は，次のとおりとする。ただし，締切日が土曜日又は日曜日の場合は，翌々日又は翌日の

月曜日とする。

　　　一　前学期に再入学を希望する場合は，12月20日までとする。

　　　二　後学期に再入学を希望する場合は，６月20日までとする。

　（選考方法及び決定等）

第５条　当該学科が定めるところにより選考のうえ，教授会の意見を聴き，学長が決定する。

　（学年及び在学期間）

第６条　再入学の学年は，原則として退学又は除籍時の学年とする。

　２�　再入学した学生は，その学生が在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えて在学することはできない。た

だし，再入学前の在学期間を通算し，人文科学部，教育学部及び経営学部においては８年，薬学部においては

12年，短期大学においては４年を超えて在学することはできない。
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　（単位認定）

第７条　退学又は除籍前に修得した授業科目及び単位数の全部又は一部をすでに修得したものとして認めることが

ある。この認定は教授会の意見を聴き，学長が行う。

　（再入学手続き及び学費）

第８条　再入学を許可された者は，本学所定の書類を再入学学期前月の指定の期日までに提出しなければならない。

　２�　再入学を許可された者は，所定の学費を再入学学期前月の指定の期日までに納付しなければならない。ただ

し，入学金は免除する。

　（規程の改廃）

第９条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　 附　則

　この規程は，令和４年４月１日から施行する。
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就実短期大学転学科規程

制　　定　平成14年６月12日

最終改正　令和４年３月23日

  （総則）

第１条　この規程は学則第32条の２に基づき，転学科の取り扱いについて必要なことを定める。

  （基本方針）

第２条　他の学科に転学科を希望する場合には，原則として希望する転学科（以下「当該学科」という。）先が受

け入れ可能な場合に限り出願することができる。

  （出願資格）

第３条　転学科の出願資格を有する者は，出願時に所属の学科に半年以上在学している者とする。

  （出願方法および出願期間）

第４条　転学科を希望する者は，当該学科に事前相談をしたうえで本学所定の転学科願いを12月20日までに，教務

課に提出しなければならない。

　　　　ただし，締切日が土曜日又は日曜日の場合は，翌々日又は翌日の月曜日とする。

  （転学科の時期）

第５条　転学科の時期は，学年の始めとする。

  （選考方法）

第６条　選考は，当該学科において書類審査及び面接により行う。

  （転学科の許可）

第７条　転学科の許可は，前条の選考結果に基づき，教授会の意見を聴き，学長が行う。

  （在学年限及び既修得単位の認定）

第８条　転学科を許可された者の在学年限は学則第４条に準じる。ただし，過去に在学していた年数をこれに含め

るものとする。

　２　既修得単位の認定は，教授会の意見を聴き，学長が行う。

  （規程の改廃）

第８条　この規程の改廃は，教務委員会で審議し，大学教育研究評議会に諮り学長が決定する。

　　　附　則

　この改正規程は，令和４年４月１日から施行する。
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就実大学・就実短期大学　キャンパス
ネットワーク（S-Net）利用規程

制定　平成 19 年４月１日

改正　平成 26 年７月１日

  （目的）

第１条　この規程は，就実大学・就実短期大学（以下「本学」という。）キャンパスネットワーク（以下「S-Net」

という。）の適正かつ安全な利用を目的とする。

  （利用資格）

第２条　S-Net を利用できる者は次のとおりとする。

　一　本学の学生ならびに教職員

　二　その他，会計・管財部長が適当と認めた者

  （利用申請）

第３条　S-Net を利用しようとする者は会計・管財部長に申請し，許可を受けなければならない。

２　利用の期限は，本学の学生については在学期間中，本学の教職員については在職期間中とする。

  （機器の接続）

第４条　利用者が S-Net にネットワーク機器を新たに接続しようとするとき，接続している機器のネットワーク

仕様を変更しようとするときは，会計・管財部長に申請し，許可を受けなければならない。

２　接続していた機器を廃止しようとするときは，会計・管財部長に届出るものとする。

  （遵守事項）

第５条　S-Net の利用者は，次に掲げる事項を遵守しなければならない。

　一　情報セキュリティに関する適正な知識と情報倫理を身につけ，ネットワークの安定的な運用に協力すること

　二　学術研究・教育および本学の業務以外の目的で利用しないこと

　三　人権とプライバシーを尊重し，公序良俗を守ること

　四　S-Net の安定稼動と情報セキュリティを損なう行為を行わないこと

  （遵守事項違反）

第６条　第５条に規定する遵守事項に反する行為の発生または発生の恐れがある場合，会計・管財部長はこれを調

査することができる。

２　会計・管財部長は，前項の調査の結果，遵守事項に反する行為が認められた場合は，当該利用者の利用を停止

するとともに，S-Net の秩序維持のために必要な措置をとることができる。

  （利用者の責任）

第７条　S-Net の利用は，利用者の責任において行わなければならない。

２　S-Net の障害などにより利用者に生じたデータ破損などの損害について，本学は責任を負わないものとする。

３　利用者が S-Net を利用して他者に損害を与えた場合は，利用者本人がその損害を賠償する責任を負うものと

する。

  （サービスの停止）

第８条　S-Net は，メンテナンスまたは予期せぬ障害などのため，計画的に，もしくは緊急に全部または一部を停

止する場合がある。
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  （雑　則）

第９条　S-Net の利用についてこの規程に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。

　　　附　則

１　この規程は，平成19年４月１日から施行する。

２　この改正規程は，平成26年７月１日から施行する。
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就実短期大学学内試験（定期試験，追･再試験）
における不正行為に対する処置

制　　定　昭和51年９月22日

最終改正　平成31年４月１日

１　次の行為は不正行為とする。

　一　代人が受験したり，受験を依頼すること。

　二　持ち込みを許可されていないノート，書籍，辞書，携帯電話・電子辞書等の電子機器類等を使用すること。

　三　持ち込みを許可されているノート，書籍，辞書，電子辞書類等を試験時間中に貸し借りすること。

　四　あらかじめ机等に書き込むこと，又はカンニングペーパー等を使用もしくは所持すること。

　五　他人の答案を書き写す，又は他人に自己の答案を写させること。

　六　他人と答案用紙を交換すること。

　七　試験時間中に私語をすること。

　八　試験監督者の指示に従わない，又は公正な試験を妨げる行為をすること。

　九　以上に類する行為をすること。

２　前項の不正行為をしたと確認された場合，当該授業科目の試験日を含め，以後の受験を停止したうえ，これを

学内に公示する。

３　不正行為をした者の当該授業科目は０点とする。
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就実大学・就実短期大学授業料等の
学費納付に関する取扱要領

制　　定　昭和63年４月１日

最終改正　令和３年４月１日

  （趣旨）

第１条　就実大学・就実短期大学授業料等の学費納付については，学則によるもののほか，この取扱要領の定める

ところによる。

  （定義）

第２条　この規程において授業料等の学費とは，授業料，教育充実費および在籍料をいう。

  （納付期日）

第３条　授業料等の学費は，本学指定の用紙により次の期間に納付しなければならない。

　一　前期分　４月６日〜４月23日

　　　後期分　10月６日〜10月23日

　　納付期限日が日曜・祭日等の金融機関休業日と重なった場合は，翌営業日とする。

　二　入学，休学，編入学，転入学，再入学，聴講を許可された者の納付期日については，その都度定める。

  （休学中の授業料等の学費）

第４条　休学中の授業料，教育充実費は，学則に規定する算式により算定した額が免除される。

　　　　ただし，在籍料およびその他の学費は全納しなければならない。

  （退学）

第５条　退学の場合は，当該期の授業料等の学費を納入しなければならない。

  （延納）

第６条　特別の事情により期日までに納付が困難な場合には，規定の用紙により納付延期願を学長宛に提出しなけ

ればならない。

  （除籍）

第７条　授業料等の学費の納付を怠り，督促してもなお納付しない者については，就実大学大学院学則第37条，就

実大学学則第38条及び就実短期大学学則第41条により除籍する。

  （死亡除籍の授業料等の学費）

第８条　死亡による除籍は，次の算式により算定した授業料の全額を返付する。ただし，当該期の授業料等の学費

が納付されていなければならない。

　　　　
授業料年額 × 

死亡日の翌月から納付済みの月数
 ＋ 教育充実費年額 × 

死亡日の翌月から納付済みの月数

　　　　　　　　　　　  　　　　　　 12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12

　　　附　則

１　この要領は，昭和63年４月１日から施行する。

２　この改正要領は，改正の日から施行する。
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就実大学・就実短期大学授業料等の
学費未納者に対する督促手続要領

制　　定　昭和62年４月１日

最終改正　平成20年４月１日

第１条　授業料等の学費未納者に対する督促手続はこの要領の定めるところによる。

第２条　授業料等の学費を納付期限までに納付しない者があるときは，事務部長は次のとおり督促するものとす

る。

　一　第１回督促は前期５月10日，後期11月10日に本人宛別記様式１の学費納入のお願いを送付する。

　二�　第２回督促は前期６月10日，後期12月10日に本人宛別記様式２の督促状と振込納付書を送付する。

　三　第３回督促は前期９月11日，後期翌年１月11日に保証人宛別記様式３の督促状を送付する。

　四　最終督促は，前・後期とも翌年３月１日に保証人宛別記様式４の督促状を書留郵便により送付する。

第３条　授業料等の学費延納許可を受けた者で所定の納付期限までに納付しない者があるときは，事務部長は前・

後期とも翌年３月１日に保証人宛別記様式４の督促状を送付する。

第４条　第２条及び第３条の督促後，３月31日においてなお納付していない者については，学長は３月31日付で学

則の規定により除籍する。

第５条　除籍決定後直ちに学長は，本人及び保証人に対し除籍通知を書留郵便で送付する。

　　　附　則

１　この要領は，昭和62年４月１日から施行する。

２　この改正要領は，改正の日から施行する。
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制　　定　平成８年９月26日
最終改正　令和４年４月１日

　 （趣旨）
第１条　就実大学・就実大学大学院・就実短期大学における学費等納付金及び諸費用に関しては，他

の学則・規程に別段の定めのあるもののほか，この規程の定めるところによる。
　 （種類及び額）
第２条　就実大学・就実大学大学院・就実短期大学において徴収する学費等納付金及び諸費用の額は，

次の表のとおりとする。
　１．学費等納付金（入学金を除き年額）
　　令和２年度以降入学生 　（単位　円）

　

大 学 院 大　学
（人文科学部）

大　学
（教育学部･経営学部）

大　学
（薬学部） 短 期 大 学

種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額

入学金 入学金 入学金 入学金

授業料 授業料 授業料 授業料

教育
充実費

教育
充実費 － 教育

充実費  　－  教育
充実費

教育
充実費  　－  

　　令和元年度以前入学生 　（単位　円）

　

大 学 院 大　学
（人文科学部）

大　学
（教育学部･経営学部）

大　学
（薬学部） 短 期 大 学

種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額 種 類 金　額

入学金 入学金 入学金 入学金

授業料 授業料 授業料 授業料

教育
充実費

教育
充実費 － 教育

充実費  　－  教育
充実費

教育
充実費  　－  

　　※入学金は，入学時に納付しなければならない。ただし，再入学の場合は，入学金を免除する。
    ※授業料，教育充実費は前学期・後学期の２期に分けて納付しなければならない。

　２．入学検定料　 　 （単位　円）　　　　
　

学費等納付金及び諸費用に関する規程



諸
規
則

− 88 −

　３．資格課程納付金（履修者のみ） （単位　円）

　 大　　　　　　　　学 短　　期　　大　　学
種　　　　　　類 金　額 種　　　　　　類 金　額

教育実習費（　幼　）
）　小　（ 　　〃　　
）高・中（ 　　〃　　
）　中　（ 　　〃　　
）　高　（ 　　〃　　

）援支別特（ 　　〃　　
）護　養（ 　　〃　　 プレゼンテーション実務士課程登録費

保育実習費（保育所・施設）
介護等体験費
博物館実習費
社会教育実習費 大　　　 学 　　　院
医療秘書実習費 金　額
図書館司書課程登録費 実　費

社会教育主事課程登録費

公認心理師実習登録費

　４．交換留学生寮（コーポ　サンライト）

　５．証明書等手数料　 　（単位　円） 
種　　　　　　　類 金　額 種　　　　　　類 金　額

在学証明書

成績証明書 100 単位修得証明書 100

卒業（ 100

学位授与証明書 100

証明書 100 学生証再交付

教育職員免許状取得見込証明書 100 学長推薦状 100

100 100

100

健康診断証明書 100
幼稚園教諭免許所有者
保育士試験免除科目専修証明書 100

35,000
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　３．資格課程納付金（履修者のみ） （単位　円）

　 大　　　　　　　　学 短　　期　　大　　学
種　　　　　　類 金　額 種　　　　　　類 金　額

教育実習費（　幼　）
）　小　（ 　　〃　　
）高・中（ 　　〃　　
）　中　（ 　　〃　　
）　高　（ 　　〃　　

）援支別特（ 　　〃　　
）護　養（ 　　〃　　 プレゼンテーション実務士課程登録費

保育実習費（保育所・施設）
介護等体験費
博物館実習費
社会教育実習費 大　　　 学 　　　院
医療秘書実習費 金　額
図書館司書課程登録費 実　費

社会教育主事課程登録費

公認心理師実習登録費

　４．交換留学生寮（コーポ　サンライト）

　５．証明書等手数料　 　（単位　円） 
種　　　　　　　類 金　額 種　　　　　　類 金　額

在学証明書

成績証明書 100 単位修得証明書 100

卒業（ 100

学位授与証明書 100

証明書 100 学生証再交付

教育職員免許状取得見込証明書 100 学長推薦状 100

100 100

100

健康診断証明書 100
幼稚園教諭免許所有者
保育士試験免除科目専修証明書 100

35,000

　６．駐車場利用料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

　　但し，身体的理由（病気・障害等）により特別に許可を受けた者は徴収しない。

　 （徴収方法）
第３条　徴収については，別段の定めがあるもののほかは，出納責任者が行う。

　 （納入した諸費用）
第４条　既納の諸費用は，原則として返付しない。

　　　附　則
１　この規程は，平成８年９月26日から施行し，平成８年４月１日から適用する。
２　この改正規程は，改正の日から施行する。
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就実大学・就実短期大学後援会会則

制　　定　昭和29年６月１日

最終改正　令和２年４月１日

第１条　本会は就実大学・就実短期大学後援会と称する。

第２条　本会は次の諸項を目的とする。

　一　本学の教育研究環境整備に関する事項

　二　学生の研究助成に関する事項

　三　学生の就職指導及びあっせんの助成に関する事項

　四　学生の厚生及び保健の助成に関する事項

　五　会員の親睦に関する事項

　六　その他本会の目的達成に必要な事項

第３条　本会は次の会員をもって組織する。

　　　　　正　会　員　　本学学生の父母兄姉等保証人

　　　　　賛助会員　　　特に本会の趣旨に賛同する関係者

第４条　本会に次の役員を置く。

　　　　　会　　 長 　　１　名

　　　　　副 会 長　　　２　名

　　　　　評 議 員　　　若干名

　　　　　監査委員　　　２　名

第５条　役員の任期は一年とする。ただし重任は妨げない。

　　　　補充役員の任期は前任者の残任期間とする。

第６条　役員の選任は次の方法による。

　　　�　会長，副会長及び監査委員は評議員会において選任する。評議員は正会員の中から学年単位に各数名を互

選し，別に会長の委嘱によるもの若干名を加える。

第７条　役員の任務は次のとおりとする。

　　　　会長は会務を総理し会議を司会する。

　　　　副会長は会長を補佐し，会長に事故があるときはその職務を代行する。

　　　　評議員は会長の諮問に応じ会員を代表して会務の重要事項を審議する。

　　　　監査委員は会計を監査する。

第８条　本会に顧問を置くことができる。

　　　　顧問は役員会の議を経て会長が委嘱する。

第９条　本会は次の会議を行う。

　　　　　総　　　会　原則として年１回これを開き会務の重要事項を審議し決議する。

　　　　　役　員　会　年数回定期又は臨時にこれを開く。

　　　　　　　　　　　やむを得ない場合は役員会の議決をもって総会の議決に代えることができる。

　　　　　専門委員会　必要に応じこれを設けることができる。

　　　　　　　　　　　委員会の構成その他については会長が定める。
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　　　　その他会員の要求により必要な諸会合を行う。

第10条　本会の経費は会員の会費，入会金，一般篤志者の寄附金その他をもって充てる。

第11条　会費は年額30,000円とする。

　　　　入会金は2,000円とする。

　　　　ただし賛助会員は任意とする。

第12条　本会の会計年度は４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。

第13条　本会は事務所を大学内に置く。

第14条　本会則に基づき必要に応じて細則を定める。

　　　附　則

１　この会則は，昭和29年６月１日から施行する。

２　この改正会則は，改正の日から施行する。

３　第２条及び第11条の改正は，令和２年４月１日から施行する。
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就実短期大学同窓会会則

制　　定　昭和41年11月27日

最終改正　令和４年４月１日

第　１　章　　総　　　　　　則　　　　
第１条　本会は就実短期大学同窓会と称する。

第２条　本会は会員相互の親睦，向上を図ると共に，大学の発展に寄与することを目的とする。

第３条　本会は事務所を就実短期大学内に置く。

第　２　章　　会　　　　　　員　　　　
第４条　本会は次の会員をもって組織する。

　⑴　正会員　就実短期大学卒業生

　⑵　特別会員　就実短期大学現旧教職員

　　その他幹事会の推薦又は承認によって特別会員又は正会員とすることができる。

第　３　章　　役　　　　　　員　　　　
第５条　本会には次の役員を置く。

　⑴　会　　　長　　１　名　正会員より選出する

　⑵　副　会　長　　２　名　正会員より選出する

　　会長，副会長は常任幹事会において選考し総会の承認を経て決定する。

　⑶　顧　　　問　　２　名　会長が委嘱する

　⑷　監　　　事　　２　名　会長が委嘱する

　⑸　幹　　　事　　卒業年次生より若干名　会員の互選とする

　⑹　常 任 幹 事　　若干名　幹事の中から会長が委嘱する

　⑺　庶務・会計　　１名ないし２名　会長が委嘱する

　　役員の任期は２年とする。ただし再任を妨げない。

第６条　会長は会務を統轄する。

　　　　副会長は会長を補佐し，会長差し支えのときは，その職務を代行する。

　　　　幹事は，本会の運営に当たる。

　　　　常任幹事は常任幹事会を組織し，会務の執行に当たる。

　　　　庶務・会計は会長の命を受けて庶務・会計の事務をつかさどる。

第　４　章　　事 業 お よ び 会 費　　　　
第７条　本会は隔年総会を開催し，次の事業を行う。

　⑴　会計・会務の報告

　⑵　議　事

　⑶　その他
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第８条　本会は第２条の目的達成のため次の事業を行う。

　⑴　会報の発行

　⑵　講演会・講習会の開催

　⑶　その他本会の目的達成上必要な事項

第９条　本会の経費は次のものをもって充てる。

　⑴　終 身 会 費　24,000円（在学中４期に分納）

　⑵　入　会　費　3,000円

　⑶　特別寄付金

第10条　本会の会計年度は４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。

第　５　章　　附　　　　　　則　　　　
第11条　本会は各地方に支部を設けることができる。支部に関する規定は別にこれを定める。

⑴　この会則の改正は，総会の決議によらなければならない。

⑵　この会則は，昭和41年11月27日から施行する。

⑶　この改正会則は，改正の日から施行する。
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校地校舎配置図
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至東岡山

西　川　原　校　地西　川　原　校　地

体
育
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書
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書
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ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

西
川
原

　サ
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浜
駐
車
場

浜
駐
車
場

公園

就実大学・就実短期大学校舎
就実小学校校舎

就実大学・就実短期大学校舎
就実小学校校舎

就実大学校舎就実大学校舎

元ゴルフ練習場
（駐車場）

元ゴルフ練習場
（駐車場）
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Ａ館・Ｄ館　室名・番号（１Ｆ～２Ｆ）

二階

大階段大階段

EVEV
吹抜吹抜

ひかりてらすひかりてらす

多目的
W.C

M.W.C W.W.C

Ｂ館へ

渡り廊下渡り廊下

Ｂ館へ

A204
学長室

A203
理事長室

A202
役員室
A202
役員室

A201
会議室A205

ホール

D201
大講義室

大階段

M.W.C W.W.C
D101
大講義室

一階

EV EV

通用口

風除室

多目的
W.C

M.W.C W.W.C

A103
エントランスホールA104

ひかりてらす
A104

ひかりてらす

A102
応接室

A101
会議室

A108
倉庫
A108
倉庫

A109
総務課・総合企画課・会計課

A105
倉庫

A112
講義室 A111

倉庫
A110
倉庫

学園アーカイブ

車いす設置場所

多目的
W.C
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Ａ館・Ｄ館　室名・番号（３Ｆ～４Ｆ）

四階

EV

吹抜吹抜

A407
倉庫
A407
倉庫

A420
ファカルティ

ルーム
学部長室

A419
ミーティング

ルーム
A418
倉庫

M.W.C W.W.C

EV EV

前室

M.W.C W.W.C

Ｂ館へ

渡り廊下渡り廊下

D301
大講義室

A303
学習室３

A307 ピアノ練習室A307 ピアノ練習室A309
学習室４

A302
学習室２

A308
倉庫

A304
倉庫
A304
倉庫

A310
情報教室

A305
情報ラウンジA306

倉庫
（教材編集室）

A306
倉庫

（教材編集室）

三階

2 15 4678910

Ｅ館へ

3

研
A411

研
A424

研
A423

研
A422 A421

研
A406

研
A417

研
A416

研
A415

研
A414

研
A413

研
A412

研
A405

研
A404

研
A403

研
A402

研
A401

研
A410

研
A409

研
A408

EV

A301
学習室１

多目的
W.C
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Ｂ館（大学）　室名・番号（１Ｆ・２Ｆ）

一階

B106
大講義室

B101
看護・小児保健実習室

B102
倉庫

B105
倉庫

ホールエントランス

ピロティ

B103
模擬保健室

B104
養護演習室

EV

EV 多目的W.C

M.
W.C

W.
W.C

二階

B212
B－コモンズ
（デリ・カフェ）

※AL＝アクティブ・ラーニング

サービスカウンター

B201
スタディ
ルーム１

B202
スタディ
ルーム２

B203
スタディ
ルーム３

B207
スタディ
ルーム７
（AL）

B208
スタディ
ルーム８
（AL）

B204
スタディ
ルーム４

B205
スタディ
ルーム５

B206
スタディ
ルーム６

B210
スタディ
ルーム10
（AL）

B211
スタディ
ルーム11
（AL）

B209
スタディ
ルーム９
（AL）

EV

EV 多目的W.C

M.
W.C

W.
W.C

スロープあり

車いす設置場所
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Ｂ館（大学）　室名・番号（３Ｆ・４Ｆ）

三階

EV

EV パウダールーム

M.
W.C

W.
W.C

B303
集団心理実験室

B304
保育内容演習室

B302
観察室

・
制御室

B301
心理
データ
解析室

B305
会議室

B306
ミーティングルーム

B307
教育実践研究センター

B308
演習室

B310
キャリア
サービス

B309
保育・教職
支　援　課

B311
教職ラウンジ

四階

EV

EV

M.
W.C

W.
W.C

B420 研

研
B415

研
B401

研
B402

研
B403

研
B404

研
B405B407

学部長室

B421 研

B422 研

B423 研

B424 研

B425 研

B426 研

B427 研

B428 倉庫

B406
倉庫

研
B408

研
B409

研
B410

研
B411

研
B412B413

倉庫

B414
倉庫

B419
印刷室

B429 研

B430 研

B431 研

B432 研

B433 研

B434 研

B416
院生演習室1
B417

院生演習室2

B418
院生研究室
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多目的
W.C

E101・E102
模擬保育室

E213
倉庫

EV

EV

心理臨床センター

E209
保管庫

E202
面接室1

E203
面接室2

E204
プレイルーム1

E207
プレイルーム2

E205
面接室3

E206
面接室4

E201
スタッフルーム

受付

E208
カンファレンスルームE210

心理実験室1

E212
心理実験室3

E211
心理実験室2

E214
倉庫

E216
心理学特殊

実験室

E215
研

E103
倉庫1

E105
事務部長室・応接室

E104
倉庫2
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倉庫

E108・E109
管財課

警備員室

総合受付

♥ AED設置場所

♥

E107
校務員室

車いす設置場所

W.W.C

M.W.C

W.W.C

M.W.C
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E301
教科教育法演習室

吹抜

E303
理科演習室E307

講義室

E306
講義室

E402
講義室

E401
講義室

テラス

E309
研

E308
研

E305
研

E304
研

E302
研

W.W.C

EV M.W.C

W.W.C M.W.C

EV
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ロッカー室

倉庫

就実生協活動室

多目的
W.C

ブックストア
（就実生協）

事務室

廃
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ミニ情報教室 講義室

演習室

演習室 演習室 演習室
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M.
W.C
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W.C

M.
W.C

W.
W.C

M.
W.C

EV

L
103
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W.
W.C

M.
W.C

W.
W.C

L303 L302

L201
学生ホール

非 常 勤
講師控室

L202

L301

L406／407

L403 L402 L401

L404／405
English Room

AED設置場所

L101
教務課分室

L102
保健管理課

車いす設置場所

スロープあり

学　生
相談室

ロビー

湯
沸
室

L311

研

L310

研

L309

研

L308

研

L307

研
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研
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研

L304
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教務課
学生課
キャリア支援・開発課
国際交流課 応接室 キャリア

相談室

院生研究室講　義　室

証明書自動発行機

倉
庫

車いす設置場所

多目的
W.C



配
置
図

− 107 −



配
置
図

− 108 −

Ｓ館　室名・番号（１Ｆ～２Ｆ）

一階

二階

S108
プレゼンテー
ションルームS109

倉庫1

W.W.C M.W.C

W.W.C
M.W.C

多目的
W.C

S104
空調機械室1

S102
110周年記念ホール

S102
110周年記念ホール

S206
演習室2

（アクティブ
ラーニング）

S205
情報教室2

S204
情報教室1

S203
演習室1

（アクティブ
ラーニング）

屋上庭園1

S201
PCラボ

S202
空調機械室2

S207

S103
カフェ

サービス

パウダールーム

多目的
W.C

S101
アカデミックホール

S107
S－コモンズ

EV EV

ラウンジ

　S105
教育開発センター

S106
会議室

EV EV

♥ AED設置場所

♥

車いす設置場所
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Ｓ館　室名・番号（３Ｆ～４Ｆ）

三階

四階

S305
演習室4

S309
演習室6

S306
演習室5

S308
情報教室4

S307
情報教室3

S310

S302
情報システム課

S301
演習室3 外部テラス

S303
サーバー室

S304
電話
交換
機室

EV EV

W.W.CM.W.C

S416
演習室8

S413
演習室7

S415
情報教室6

S414
情報教室5

S417

S401
禅の間

EV EV

W.W.CM.W.CS412
研

研

研 研 研 研 研 研 研 研 研 研

S411 S410 S409 S408 S407 S406 S405 S404 S403 S402
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Ｓ館　室名・番号（５Ｆ～６Ｆ）

五階

六階

S514
演習室10

S609
アゴラ8

S608
アゴラ7

S617
アゴラ16

S610
アゴラ9S616

アゴラ15

S607
アゴラ6

S602
アゴラ1

S603
アゴラ2S618

茶室

S606
アゴラ5

S605
アゴラ4

S604
アゴラ3

S615
アゴラ14

S614
アゴラ13

S613
アゴラ12

S612
アゴラ11

S611
アゴラ10

S511
演習室9

S513
講義室2

S512
講義室1

S501
f-cafe

S601
i-cafe

EV EV

EV EV

W.W.CM.W.C

W.W.C

M.W.C

S509 S508 S507 S506 S505 S504 S503 S502

屋
上
庭
園
２

屋
上
庭
園
５

屋上庭園７

屋上庭園６

屋上庭園３屋上庭園４

研 研 研 研 研 研 研 研
S510
学部長室
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M.W.C
EV T304

講義室

T205
講義室

T201 準備室

T202 準備室
T203

小児栄養実習室・調理実習室

T204
講義室

（調理実習）

T301
講義室

T305
被服構成学実習室

T309
講義室

T208
講義室

倉庫

T207
調理実習室

リフト

リフト

T206
準備室

EV

EV
EV

EV
EV

M.W.C

W.W.C

W.W.C

W.W.C

M.W.C

多目的
W.C

M.W.C

W.W.C

T-コモンズ

T112 T111

車いす設置場所

倉庫
倉庫T113

会議室
入試課

T114

印刷室
ホール※

共　同
実験室

※非常警報ベル設置場所

T303
研

T302

T308
研

T307
研

T306準備室

T110
研

T109
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AED設置場所

教務課 薬学分室 学部長室

車いす設置場所

M.W.C

W.W.C

M.W.CW.W.C

多目的
W.C



配
置
図

− 114 −

セミナー室

セミナー室

U255

U257

U259

U254

U256

U253

U263
U262学生支援

学習室１ 学生支援
学習室２

倉
庫
倉
庫〈

学
修
支
援
室
〉

M.W.C W.W.C

M.W.C

W.W.C

多目的
W.C



配
置
図

− 115 −

セミナー室

臨床薬学教育研究センター

M.W.C W.W.C

M.W.C

W.W.C

多目的
W.C

動物飼育室

薬物治療
管理室

（TDM室）
薬品情報室
（DI室）

一般
製剤室

注射
製剤
管理室

地　域
研　修
支援室



配
置
図

− 116 −

M.W.C W.W.C

M.W.C W.W.C



配
置
図

− 117 −

Ｐ館　室名・番号（１Ｆ・２Ｆ）

一階
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授業公欠届（教務課申請用）

成績評価についての異議申立書

各
種
様
式













この授業公欠届（教務課申請用）は、学内専用ページ（Web）からもダウンロード出来ます。

教務課 受付印

（教務課提出日を記入）

授業公欠届（教務課申請用）

※この用紙は、事前または欠席理由が終了後速やかに教務課に提出し、公欠届（授業
　担当者提出用）を受け取り、必要事項を記入し授業担当者へ渡してください。





講　義　名

講義コード

※履修要覧にある成績評価への異議申立事由に該当しない場合は，受理出来ない。

授業担当教員 先生

− −





主治医殿

「出席停止期間証明書」の記入について（ご依頼）

学校保健安全法に定める感染症に罹患しました本学学生につきまして、下記証明書にご記入くださいますよう 

お願い申し上げます。

就実大学・就実短期大学

【連絡先】

（欠席手続き・下記証明書記入に関すること）教務課 ℡ 086-271-8120 

（病気に関すること

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

出席停止期間証明書

学 籍 番 号     （    年次生）

氏     名

生 年 月 日        年     月    日

病     名

出席停止期間 自 　　  年  月  日 ～ 至 　　  年  月  日

（付記）

上記の者は、    年   月   日以降は登校に支障がないことを証明します。

証明年月日：      年    月    日

医療機関名： 

医 師 名：                ○印

①教務課 受付印 ②保健管理課 受付印

）保健管理課　 ℡ 086-271-8190  
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